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坐・

　海老名市との姉妹都市締結1周年を記念して、海老名市在住のソプラノ歌

手伊左次美江さんをはじめとした「ムジカ・コンパーニャ（イタリア語で音
楽仲間の意）」、海老名市風の子合唱団、白石第一小学校の児童の皆さんによ

るクリスマスコンサートが12月9日、しんきんホールで開催されました。
　会場では、スライドと合唱による昔話メドレーやサンタが登場したクリス

マスソングメドレーなどで、集まった人々を暖かい雰囲気に包みました。
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福
祉
・
文
化
・
環
境
の
調
和
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肇
、
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新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
、
わ
が
国
は
政
治
・
行
政
に
お
い

て
も
、
経
済
に
お
い
て
も
、
こ
と
に
精

神
的
に
八
方
ふ
さ
が
り
の
状
況
に
あ
り

ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
そ
の

閉
そ
く
状
態
を
打
破
す
る
た
め
に
、
市

と
し
て
も
全
力
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
政
治
・
行
政
の
改
革
は
地
方
分
権
で

あ
り
、
行
政
改
革
で
あ
り
ま
す
。
四
年

間
に
わ
た
る
経
済
の
ゼ
ロ
成
長
を
打
開

す
る
鍵
は
、
情
報
産
業
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
精
神
の
病
を
い
や
す
た
め
に

最
も
必
要
な
の
が
福
祉
で
あ
り
、
ま
た

市
民
が
自
ら
真
理
を
追
究
し
、
よ
り
一

煕饗

長

貞トナ

市

　，

層
の
精
神
的
向
上
を
目
指
す
文
化
の
振

興
で
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
市
民
待
望
の
白
石
城

が
オ
ー
プ
ン
し
、
県
内
外
か
ら
予
想
を

上
回
る
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
城
を
活
用
し
た
市
民
の
手
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
白
石
城
が
市
民

の
プ
ラ
イ
ド
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
表
れ
で
す
。
そ
し
て
、
観

光
経
済
効
果
を
含
め
て
、
白
石
城
の
復

元
は
大
成
功
で
あ
っ
た
と
各
方
面
か
ら

評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
二
度
に
わ
た
り
P
T
A
を
中

心
に
2
千
人
を
集
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
第
二

小
学
校
の
改
築
は
、
現
在
、
体
育
館
、

プ
ー
ル
等
を
建
設
中
で
あ
り
、
二
月
ま

で
に
は
完
成
さ
せ
る
考
え
で
す
。

　
さ
て
私
は
昨
年
、
福
祉
・
文
化
・
環

境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
更
な
る
飛

躍
を
目
指
す
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ

れ
を
推
進
す
る
基
盤
整
備
と
し
て
の
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
核
と
な
る
の
が
自
治
体
施
設

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
こ
れ
は
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
を
通
じ
て
病
院
、
学
校
、

市
役
所
等
の
公
共
機
関
、
並
び
に
誘
致

企
業
を
接
続
し
、
医
療
・
福
祉
・
教
育

・
行
政
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
受

発
信
で
き
る
施
設
の
整
備
を
行
う
事
業

で
、
郵
政
省
の
八
年
度
採
択
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
採
択
さ
れ

れ
ば
全
国
で
三
件
目
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
、
二
十
一
世
紀
の
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
向
け
て
、
白
石
市

が
東
北
地
方
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
踏
み

出
す
重
要
な
年
と
考
え
、
高
齢
化
・
福

祉
対
応
を
重
点
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
建
設
等
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
白
石
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
の
中
核
と
な
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
は
、
近
郊
の
福
岡
茶
園

地
区
内
に
八
～
九
年
度
で
建
設
す
る
計

画
で
す
。

　
さ
ら
に
、
隣
接
し
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
等
を
建
設
予
定
で
あ
り
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
里
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
次
に
、
　
（
仮
称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ

を
核
と
す
る
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ

り
ま
す
。
施
設
は
、
移
動
観
客
席
二
〇

四
八
席
を
備
え
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

な
ら
四
面
が
と
れ
る
体
育
館
と
、
客
席

六
一
八
席
を
も
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
の
複
合
施
設
で
あ
り
、
さ
ら
に
メ
ッ

セ
機
能
も
果
た
す
も
の
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
世
界
で
初
め

て
の
総
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
音
響
は
わ
が

国
最
大
の
残
響
時
間
に
な
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
は
、
見
本
市
や
各
種

会
議
、
学
会
、
祭
り
と
い
っ
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
自
石
か
ら
全
国
へ
、
そ
し
て

世
界
へ
と
情
報
を
発
信
し
て
い
く
施
設
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〆
ノ
．

z

諦
灘

と
な
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
メ
ッ
セ
は
、
斎
川
の
ふ
る
さ
と

の
川
モ
デ
ル
事
業
、
鷹
巣
地
内
の
市
営

住
宅
建
設
、
さ
ら
に
は
自
石
駅
東
口
駅

前
広
場
の
整
備
な
ど
と
連
動
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
幹
線
駅
周
辺
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
都
市
づ
く
り
と
な
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
環
境
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
九
月
議

会
で
白
石
市
環
境
基
本
条
例
を
可
決
い

た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
市
町
村
で
は
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
本
市
は
仙
台
市
を

含
む
七
市
十
町
、
一
九
〇
万
県
民
に

水
を
供
給
す
る
水
源
域
で
す
。
こ
の
た

め
、
市
の
環
境
基
本
条
例
は
、
み
ど
り

の
創
造
、
水
環
境
の
保
全
と
い
う
全
く

新
し
い
発
想
を
し
て
い
ま
す
。
八
年
か

ら
市
民
の
英
知
を
結
集
し
て
、
環
境
の
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保
全
と
創
造
に
関
す
る
施
策
の
計
画
的

な
推
進
を
図
る
環
境
基
本
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
館
堀
川
を
、
自
然
な
風
合
い

を
残
し
た
水
路
に
改
修
す
る
た
め
、
本

年
中
に
県
事
業
で
採
択
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不

伐
の
森
と
し
て
川
原
子
ダ
ム
周
辺
や
大

鷹
沢
の
若
林
公
園
弁
天
沼
を
、
市
民
が

憩
え
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
悔

い
の
な
い
活
力
に
満
ち
た
白
石
市
建
設

の
た
め
に
、
懸
命
の
努
力
を
傾
け
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

イ
．

、
ム
、

謬

，
、
、
懸

・
謹

5
ち
鐙
’

童

星
昼
㌔

鳳
、
‘

「
購
纏

τ
，
一
㌧
．
宝

蜜灘、

母為
ト
辱

、
み
．

懲

，
蓼
、　

　
嚢

♂

編
護

1■

爆

紋
ρ
｝
ζ
三

㌔
一
．
㌣

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
私
は
昨
年
五
月
、
市

議
会
選
挙
後
招
集
さ
れ
ま
し
た
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
議
長
に
就
任
い

た
し
、
議
会
の
円
満
な
運
営
と
市
勢
の
伸

展
を
第
一
義
と
し
て
、
誠
心
誠
意
努
力
を

い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
、
大
過
な
く
越
年
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
と
、
本
市
は
、
昨
年
市
制
施

行
四
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
百
二
十
年
ぶ
り
に
白
石
城
が

よ
み
が
え
る
な
ど
、
田
園
観
光
都
市
と
し

て
の
形
態
も
逐
次
備
わ
り
、
円
熟
期
に
入

り
着
実
に
発
展
の
道
を
た
ど
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の
愛
郷

精
神
と
、
行
政
運
営
に
ご
理
解
を
得
た
結

果
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、
内
外
の
政
治
経
済
、
社
会
情

勢
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
と

り
わ
け
、
長
期
化
し
て
い
る
経
済
の
低
迷

市議会議長
塵
ノ
r

量
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策
と
し
て
、

策
の
構
築
、

校
外
構
工
事
等
教
育
施
設
の
整
備
、

保
全
対
策
と
し
て
下
水
道
及
び
農
業
集
落

排
水
事
業
の
整
備
促
進
、
市
街
交
通
体
系

確
立
の
た
め
中
河
原
白
石
沖
線
、
八
幡
町

兎
作
線
の
建
設
、
文
化
体
育
の
拠
点
、
あ

る
い
は
、
商
工
業
振
興
策
と
し
て
の
（
仮

称
）
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
の
建
設
、
都
市
基

盤
整
備
と
し
て
市
営
住
宅
建
設
等
々
、
ど

れ
ひ
と
つ
と
り
ま
し
て
も
、
極
め
て
重
要

な
施
策
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
　
「
く
ら

し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
市
当
局
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
ち
ゆ
う

ど
も
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
市
民
の

　
　
　
ふ
た
く

皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
決
意
を
新
た

に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
叱
声
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

等
に
よ
り
、
財
政
も
窮
迫

　
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ

　
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

　
て
、
平
成
八
年
は
、
極
め

　
て
重
要
な
課
題
が
山
積
い

　
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
急
激
な
人
口
構
造
の
高

　
齢
化
に
伴
う
対
応
策
と
し

　
て
「
福
祉
の
里
」
の
一
部

　
で
あ
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ

　
ー
の
建
設
、
地
域
保
健
対

地
域
保
健
法
に
基
づ
く
諸
施

改
築
さ
れ
た
白
石
第
二
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境

灘

噸
　
　
　
　
、
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　世界一の立体ハイビジョンが完成しました。自石

城と隣接する歴史探訪ミュージアム内に設けられて

おり、2百インチの高輝度スクリーンからの映像は

迫力満点。観光客の人気を呼んでいます。

　また、今後は優れた高画質のハイビジョンを生か

し、授業の中で小・中学生に世界の名画を鑑賞して

もらい、美術文化への理解を図る予定です。

⑨
・　市内堀割に「めだか」が戻る

　川はみんなの学校だ「めだかの学校』開校

　本鍛冶小路地内の堀割に「めだか」の群れを見か

　けるようになりました。下水道の普及などにより、

堀割がきれいになってきた証拠です。

　そして7目30日、市民ボランティアにより「めだ

　かの学校」が白石川緑地公園一帯で開かれ、2千人

　を超える子供たちが参加し大盛況でした。

　魚っかみ捕りやタイヤのチューブでの川下りなど、

　今では機会が少ない川遊びに歓声が上がりました。

灘
個性豊かでユニークなデザイン

ー自石第二小学校、北保育園一

　白石第二小学校新校舎の教室棟が完成し、5月15

・16日に引っ越しが行われました。

　平屋の小さい家が連なったようなユニークなデザ

インで、暖房はオンドル床暖房を採用し、教室や廊

下は外光をたっぷり取ン）入れた明るい構造です。

　また、7月27日に開園した北保育園は、「保育園は

子供の街である」を設計方針とし、保育室がだ円、

四角などの部屋になっている個性豊かな保育園です。

園児も元気はつらつと園生活を楽しんでいます。

；灘』『 　’等

．
趣

夢
㍗

心

・
益

　
4
週

遡燕
、
歯

⑦
。戦後50年戦争の惨禍忘れずに

　先の大戦で壊滅的な打撃から、今日の繁栄を築き

上げましたが、その陰には数多くの方々の尊い犠牲

と遺族のご労苦があったことを忘れることはできま

せん。11月8日、終戦50周年自石市戦没者追悼式が

開かれ、約5百人が参列しました。

　戦後50年の節目にあたり、再び悲しみの歴史を繰

り返すことなく平和な社会の実現のため、全力を傾

けなければなりません。

婁　
　
麟

　
　
　
　
　
轡

一も

黒石・白石市民囲碁交流一市民レベルの息の長い交流に期待一

酪蕃黒右編羅巖霧婁　τ謳『’n｝一～一

碍

憩陛

～
レ

藷　　　　　白と黒で決着を！と、青森県の黒石市と白石市と

　　　　の囲碁の交流大会が8月26日、黒石市公民館で開か

　　　｛　　　　　　　階・

　　　　ダクー，鞭‘

　　　、褒難．孟，　　圃

れました。これまでの市職員同士の大会から、今回

初めて一般市民も参加。3時間に及ぶ熱戦の末、白

石市の14勝26敗。大会の後はカヤの木の記念植樹、

温泉での囲碁談議と、囲碁づくしの交流でした。

　両市は今後、日本棋院7大タイトル戦の誘致や囲

碁サミットの開催も計画しており、白黒交流はます

ます盛んになりそうです。

⑤
．　県内初の環境基本条例を

？　制定
　　　　　　　　▼白石市の代表的な水源、ニッ森水源

、趨撒難嚢，’ド・
　繕　　　　　　　　　　，謹

　　　一護　　　　　　　饗』漆

　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆン

麹警二』警『7愁響．一　『鐵蝕

　9月議会で白石市環境基本条例が可決されました。

県内の市町村では初めてとなるこの条例では、緑の

創造や水環境の保全などを盛り込んでいるのが特徴

で、全国的にも例がありません。

　今後は、環境の保全と創造についての環境基本計

画を定める環境審議会の設置、ゴミの減量、環境教

育の振興などを進めていきます。

④
　　　国際姉妹都市と連携して核実験
幣

▼ハーストビル市との交流

　　　　　　　　隷

に反対

攻市妹者B市を糸帝糸吉し

ているオーストラリ

アのハーストビル市

と連携して仏大統領

に核実験中止要請書

を送りました。要請

蒙轟萱蠕難

り、環境基本条例を制定することなどを挙げ、核兵

器廃絶と恒久平和の実現を求めました。

　また、市議会でも中国、フランスの核実験に抗議

し、全面核実験禁止条約の早期締結を求めることを

決議しました。

緯
　　エキパルロード完成、白銀通り

　　街路灯一新

　白石の玄関口のイメージアップと商店街を活性化

　させようと、中央通り商店街振興組合が商店街のオ

　ープンモール化を行いました。釣り鐘や昔のかごを

　デザインした街路灯などで、城下町・白石の雰囲気

　を出しています。また、自銀通りでは丸いぼんぼり

　形の新しい街路灯に生まれ変わりました。

○　碗
　塗。

’96

層
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・　白石城堂々開門

　　　　　　　入場者47万人突破

ぜ
簿

ガ
置
、
／

～

　白石市の新しいシンボルである白石城と歴史探訪

ミュージアムが5月3日から一般公開され、連休期

間中だけで約17万人の観光客が詰めかけました。ま

た、P　T　A東北ブロック白石大会、白石城音（オン）

パレードなどお城を使ったイベントが数多く行われ、

生涯学習の拠点として活用されています。

　白石城と歴史探訪ミュージアム、武家屋敷の3施

設の総入場者は、オープン以来12月15日現在で47万

人を突破し、予想を上回るにぎわいです。

磯
助援害災

　
の

　
と市

　
別
定

　
登
協

　
▼備整を制体災防

　自石市と姉妹都市

になっている海老名

島濃礁欝
た。協定には、地震

や噴火など大規模災

害時に食料、飲料水、

　　一璽Tlぴ一　　鶏，

醒
鱈
　F

　　　　　　　と　　　　　　　　　　　コ　ー　　　　　　　　　F“．ご『　［　　　　　　　　　ユ　ハの　タ　　　ユ

窪．
じ

　博・

生活必需品の提供などを盛り込んでいます。

　また、消防団にも新兵器が導入されました。班長

以．hにぺ一ジング装置（携帯型受信機）を配備し、

いつでも、どこでも情報や指令を受け取れるように

するとともに、分団長以上に携帯無線機とファクシ

ミリを配備し、情報伝達体制の充実を図りました。

聾
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昭和7年12月　千葉県生まれ
昭和30年　東北大学経済学部（川井市

　　　　長と同期生）卒業後、日本

　　　　銀行入行
昭和62年　株式会社七十七銀行顧問、

　　　　専務取締役を経て

平成3年6月より現職

株式会社七十七銀行代表取締役副頭取

勝股一緬一齢瞬壷康行さん

蜜
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臼
石
は
地
理
的
に

　
　
　
　
　
　
重
要
な
地
鞍

川
井
…
ま
ず
最
初
に
、
副
頭
取
が
仙
台

か
ら
見
て
、
臼
石
と
い
う
町
を
ど
う
お

考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
か
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

勝
股
…
一
つ
は
自
石
と
い
う
の
は
歴
史

の
町
だ
と
思
う
ん
で
す
。
い
ま
一
つ
は

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
秘
め
た
町
だ
と

思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
単
に
由
緒
あ
る

歴
史
の
町
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

時
代
の
変
革
期
に
い
つ
も
舞
台
に
な
っ

た
町
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
頼
朝
の
平

泉
征
伐
、
南
北
朝
の
動
乱
、
天
文
の
乱

な
ど
で
合
戦
場
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

白
石
が
地
理
的
に
非
常
に
重
要
な
地
域

だ
か
ら
で
す
。

　
た
だ
城
下
町
は
ど
う
し
て
も
保
守
的

で
す
ね
。
進
取
の
気
概
に
欠
け
て
い
る
。

そ
れ
を
川
井
市
長
が
中
心
に
な
っ
て
、

白
石
城
の
復
元
や
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
を

起
爆
剤
と
し
て
積
極
的
に
打
ち
破
り
つ

つ
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
白
石
は
重

要
な
役
割
を
果
た
す
潜
在
的
な
力
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
も
っ
と
市

民
の
皆
さ
ん
は
自
信
を
も
っ
て
果
敢
に

歴
史
に
挑
戦
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
ね
。

川
井
…
そ
れ
に
関
連
し
て
、
私
ど
も
が

今
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
商
業
問
題
な

ん
で
す
。
と
に
か
く
地
盤
沈
下
が
激
し

い
。
農
業
よ
り
も
商
業
の
方
が
ひ
ど
い

状
況
で
す
。
こ
れ
は
地
方
都
市
の
ほ
と

ん
ど
共
通
の
問
題
で
す
が
ね
。

、
ゴ

、
、
撫
奔

耀
膿
一萄『

輔蹴、
噴

、｝

勝
股
…
大
型
店
が
郊
外
に
出
て
、
そ
っ

ち
に
消
費
者
が
集
ま
る
。
そ
し
て
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
れ
を
可
能
に
す

る
。
そ
れ
が
社
会
の
流
れ
な
ら
、
大
型

店
中
心
の
新
し
い
店
舗
展
開
と
い
う
の

を
あ
る
程
度
考
え
ざ
る
得
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

う
　
め
ん
が
機
内
食

　
　
　
　
　
　
　
　
に
登
場

川
井
…
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
姉
妹
都

市
の
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
を
訪
問
す
る

と
き
、
成
田
か
ら
シ
ド
ニ
ー
ま
で
全
日

空
で
行
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
夕
食
に

仙
台
の
昧
と
い
う
こ
と
で
、
笹
か
ま
と

か
う
ー
め
ん
が
出
た
ん
で
す
よ
。
お
酒

は
一
ノ
蔵
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
十
二
月

か
ら
始
め
た
サ
ー
ビ
ス
な
ん
だ
そ
う
で

す
。　

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
は
私
が
白
石
市
長

だ
と
知
り
ま
せ
ん
で
、
　
「
ご
感
想
を
」

と
い
う
の
で
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
、

お
酒
は
辛
口
で
お
い
し
か
っ
た
。
笹
か

ま
は
さ
す
が
宮
城
の
味
だ
、
で
も
一
番

お
い
し
か
っ
た
の
は
白
石
う
ー
め
ん
だ

と
売
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
　
（
笑
い
）

勝
股
…
こ
の
発
想
は
非
常
に
す
ば
ら
し

い
で
す
ね
。
白
石
の
㌧
つ
ー
め
ん
も
こ
れ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
だ
け
で
も
た
い
し

た
も
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
論
］
ぴ

勝
股
…
さ
っ
き
商
業
の
問
題
を
話
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
地
方
都
市
の
活
性

化
を
図
る
方
策
は
三
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
つ
は
産
業
お
こ
し
で
す
。
一
・

五
次
産
業
と
二
・
五
次
産
業
な
ん
で
す
。

う
ー
め
ん
は
二
次
産
業
で
す
が
、
お
城

を
見
に
来
た
人
に
う
ー
め
ん
を
出
す

の
は
三
次
産
業
な
ん
で
す
。
で
す
か

ら
二
次
産
業
と
三
次
産
業
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
提
供
、
こ
れ
が
二
・
五
次
産
業
な

ん
で
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
産
業
お
こ

し
が
大
切
で
す
ね
。

　
第
二
に
は
一
つ
の
市
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

周
辺
の
都
市
も
含
め
た
広
域
都
市
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三

つ
目
は
海
外
と
の
交
流
強
化
。
白
石
も

仙
台
空
港
を
積
極
的
に
使
え
る
位
置
に

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ア
ジ
ア
が
も
の

す
ご
く
活
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
中
で
、

ア
ジ
ア
ヘ
の
対
応
を
早
く
し
て
い
か
な
い

▽
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．
一
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、
態
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癒
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駕
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糠

と
時
代
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う

と
思
う
ん
で
す
。

川
井
…
実
は
キ
ャ
ン
ベ
ラ
は
国
際
空
港

じ
ゃ
な
い
ん
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
近

い
将
来
に
は
国
際
空
港
に
な
る
だ
ろ
う
。

今
の
内
に
仙
台
空
港
か
ら
の
直
行
便
を

他
に
先
駆
け
て
開
設
す
べ
き
だ
。
そ
れ

も
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
経
由
し
て
キ
ャ
ン
ベ

ラ
に
着
く
と
い
う
よ
う
な
コ
ー
ス
を
作

っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

　
も
し
キ
ャ
ン
ベ
ラ
が
国
際
空
港
に
な

れ
ば
、
メ
ル
ボ
ル
ン
と
か
タ
ス
マ
ニ
ア

と
か
の
人
た
ち
は
シ
ド
ニ
ー
ま
で
来
な

く
て
い
い
。
こ
れ
を
ぜ
ひ
知
事
に
言
っ

て
く
れ
と
日
豪
文
化
交
流
協
会
の
戸
倉

さ
ん
と
い
う
方
か
ら
頼
ま
れ
ま
し
て
ね
。

勝
股
…
そ
れ
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
で

す
ね
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
あ
れ
ば
首
都
で

す
か
ら
、
国
内
航
空
の
便
は
ど
こ
へ
で

も
必
ず
通
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば

そ
の
便
は
意
外
に
使
わ
れ
る
と
思
い
ま

す
よ
。

川
井
…
そ
れ
か
ら
つ
い
最
近
、
作
曲
家

の
三
枝
成
彰
さ
ん
と
会
っ
た
と
き
に
、
私

は
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
の
音
楽
監
督
に
非
常

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
い
ろ
ん
な
企
画

を
や
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
今
の
白
石
の

状
態
で
ホ
テ
ル
］
つ
な
い
ん
じ
ゃ
、
結

局
泊
ま
る
人
は
仙
台
に
行
っ
ち
ゃ
う
よ

と
言
わ
れ
ま
し
た
Q

勝
股
…
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い

ま
す
。
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
あ
れ
ば
仙
台

で
す
け
れ
ど
も
、
白
石
な
ら
で
は
の
、

白
石
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
何
か
を

持
っ
た
宿
泊
設
備
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
。
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自
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川
井
…
皆
さ
ん
に
今
呼
び
か
け
て
い
る

の
は
、
白
石
観
光
客
百
五
十
万
人
作
戦

な
ん
で
す
。
白
石
城
関
連
で
五
十
万
人
、

ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
に
材
木
岩
ま
で
合

わ
せ
る
と
だ
い
た
い
二
十
万
人
、
小
原

・
鎌
先
温
泉
で
二
十
万
人
、
こ
け
し
コ

ン
ク
ー
ル
が
十
万
人
、
春
、
夏
ま
つ
り

で
十
万
人
、
白
石
ス
キ
ー
場
が
十
万
人

で
百
二
十
万
人
ぐ
ら
い
は
大
丈
夫
な
よ

う
で
す
。

勝
股
…
な
る
ほ
ど
、
固
定
票
で
す
ね
。

そ
う
す
る
と
二
割
ア
ッ
プ
で
す
ね
。
そ

れ
ほ
ど
難
し
い
目
標
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

川
井
…
問
題
は
ほ
と
ん
ど
が
日
帰
り
客

な
ん
で
す
。
こ
の
百
五
十
万
人
と
い
う

数
字
は
、
実
は
冬
の
山
形
蔵
王
の
入
り

込
み
客
数
と
同
じ
な
ん
で
す
。
た
だ
向

こ
う
は
泊
ま
る
率
が
非
常
に
高
い
。
し

か
し
数
だ
け
で
も
何
と
か
追
い
つ
こ
う

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
あ
と
は
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
し
て
引
き
留
め
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
心
要
で
す
ね
。

勝
股
…
仮
に
宿
泊
し
な
い
場
合
で
も
、

夕
食
は
食
べ
て
い
っ
て
も
ら
う
。
仙
台

か
ら
来
て
昼
は
う
ー
め
ん
を
食
べ
て
、

夜
は
ま
た
違
っ
た
食
事
と
な
っ
て
く
れ

ば
、
遊
ぶ
方
も
楽
し
い
わ
け
で
す
か
ら

ね
。
そ
う
い
う
面
で
の
施
設
を
も
う
ち

ょ
っ
と
充
実
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い

で
す
ね
。

　
そ
れ
と
背
後
に
あ
る
温
泉
を
う
ま
く

活
用
す
る
。
そ
れ
も
遠
刈
田
ぐ
ら
い
ま

で
含
め
て
。
白
石
だ
け
に

限
定
せ
ず
に
広
域
観
光
を

重
視
し
て
、
白
石
で
否
が

応
で
も
昼
食
を
と
ら
せ
る

よ
う
な
作
戦
を
考
え
ら
れ

た
ら
い
い
ん
じ
や
な
い
か

と
思
い
ま
す
ね
。

日
石
晒
テ
　
？
ー
マ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
り
言
貸
支

川
井
…
副
頭
取
は
白
石
の
持
っ
て
い
る

可
能
性
が
宮
城
県
で
も
有
数
の
も
の
が

あ
る
と
お
思
い
で
す
か
。

勝
股
…
そ
う
思
い
ま
す
。
可
能
性
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
が
増
え
な

い
で
い
る
こ
と
に
む
し
ろ
疑
問
を
持
ち

ま
す
ね
。
実
際
に
工
場
誘
致
も
や
っ
て

い
ま
す
し
、
基
盤
整
備
も
や
っ
て
こ
ら

れ
て
、
こ
れ
か
ら
テ
イ
ク
オ
フ
の
時
代

を
里
え
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
い
っ

た
ん
上
昇
気
流
に
乗
れ
ば
、
思
い
の
外

う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
よ
。
む
し
ろ

私
は
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
に
大
い
に
期
待

を
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

製
糧
紀
ぴ
．
「
一
㌧
牛
ズ

　
　
，
、
デ
ー
ア
与
溌
緬
．
る

川
井
…
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
自
治
体
施

設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
モ
デ
ル
事
業

一戯■

　
　
　
　
　
　
あ
コ
が

が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
を
や
る
と
N
T

T
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
引
い
て
く
れ
資
．

仙
台
よ
り
早
く
な
る
ん
で
す
。

勝
股
…
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
に
せ
よ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
せ
よ
、
結
局
二
十
一
世
紀
と
い
う
の

は
、
通
信
技
術
の
上
に
新
し
い
経
済
な

り
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
と

思
う
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
白
石
く
ら
い

の
都
市
規
模
だ
と
先
端
的
な
こ
と
が
や

り
や
す
い
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
全
部
敷

設
す
る
に
し
て
も
ね
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
我
々
も
全
容
が
見
え
て
い
な
い
し
、

ど
れ
だ
け
我
々
に
影
響
す
る
か
見
え
な

い
現
状
で
す
が
、
た
だ
言
え
る
こ
と
は

次
の
時
代
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
が
決
め

る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
問
違
い
な
い
で

し
ょ
う
ね
。

川
井
…
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
と
日
本
の
情
報
産
業
に
対
す

る
投
資
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
の
違
い

が
、
今
の
経
済
の
差
に
な
っ
て
い
る
の

て
、
7

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

勝
股
…
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
た

だ
日
本
は
常
に
ア
メ
リ
カ
の
数
年
遅
れ

で
い
っ
て
ま
す
。
す
で
に
情
報
産
業
、

情
報
革
命
は
起
き
始
め
て
い
る
。
こ
こ

数
年
の
う
ち
に
日
本
も
一
斉
に
走
り
出

し
ま
す
。
そ
れ
に
半
歩
先
ん
じ
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
も
の
す
ご
く
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

川
井
…
今
年
は
あ
え
て
言
え
ば
白
石
の

情
報
元
年
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

勝
股
…
大
変
良
い
と
こ
ろ
に
目
を
つ
け

て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

川
井
…
結
局
は
ホ
ワ
イ
ト
メ
ッ
セ
に
代

表
さ
れ
る
文
化
、
福
祉
を
中
心
と
し
た

情
報
化
、
白
石
城
を
中
心
と
し
た
歴
史
、

こ
の
三
本
柱
を
い
か
に
う
ま
く
組
み
立

て
て
い
く
か
に
白
石
の
将
来
が
か
か
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

嚇
事
経
済
は

　
　
大
変
峯
期
に
あ
る

川
井
…
さ
て
、
首
都
機
能
の
移
転
が
最

近
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く

こ
こ
何
年
か
は
、
も
う
政
治
的
に
も
行

政
的
に
も
社
会
経
済
的
に
も
完
全
に
閉

そ
く
状
態
な
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
急
き

ょ
浮
上
し
て
き
た
の
が
首
都
機
能
移
転

だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

　
明
快
な
経
済
理
論
を
お
持
ち
の
勝
股

副
頭
取
に
お
伺
い
し
た
い
の
は
、
そ

の
経
済
効
果
が
ど
の
程
度
期
待
で
き

る
の
だ
ろ
う
、
そ
し
て
四
年
間
も
ゼ
ロ

成
長
を
続
け
て
い
る
経
済
が
ど
う
な
る

の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

勝
股
…
私
は
現
在
の
日
本
経
済
は
五
十

年
に
一
回
ぐ
ら
い
の
大
変
革
期
に
あ
る

と
見
て
い
ま
す
。
構
造
調
整
の
時
期
に

あ
る
と
考
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
問

題
だ
け
列
記
し
ま
す
と
八
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
価
格
破
壊
の
動
き
と
、
そ
れ

に
伴
う
流
通
革
命
で
す
ね
。
第
二
に
、

企
業
の
海
外
移
転
と
空
洞
化
の
問
題
、

第
三
に
資
産
デ
フ
レ
の
長
期
化
、
要
す

る
に
土
地
の
値
下
が
り
が
な
お
続
い
て

い
る
。
第
四
に
、
そ
れ
と
も
関
係
し
て

金
融
の
不
良
債
権
問
題
、
一
部
金
融
機

関
の
経
営
破
綻
で
す
ね
。
第
五
に
高
齢

化
、
成
熟
化
に
よ
る
需
要
の
頭
打
ち
、

さ
ら
に
第
六
に
国
・
地
方
公
共
団
体
を

含
め
た
財
政
収
支
の
悪
化
の
問
題
、
第

七
に
超
低
金
利
に
よ
る
新
た
な
不
公
正

の
発
生
。
要
す
る
に
借
り
手
に
と
っ
て

は
大
変
有
利
で
す
が
、
預
金
者
に
と
っ

て
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
第
八

に
政
治
や
官
庁
制
度
一
般
に
対
す
る
不

信
感
。

　
言
っ
て
み
れ
ば
、
明
治
維
新
と
か
、

敗
戦
の
よ
う
な
大
き
な
政
治
経
済
社
会

7奮周凋噺循翻

奪職覧η蕊｝，譲、、，、、
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　　　　　　　　ト飾機能移嚇糖フ．＝罪『
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蔭
都
機
能
移
転
の
フ
弩

、
、

勝
股
…
仮
に
宮
城
県
の
南
部
か
ら
福
島

県
あ
た
り
に
首
都
機
能
が
移
転
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
周
辺
の
地
域
に
は
、

か
な
り
の
需
要
が
期
待
で
き
る
プ
ラ
ス

面
は
確
か
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

反
対
に
暗
い
面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
当
然
、
土
地
の
値
上
が
り
が
あ

る
。
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
土
地
を
手

放
さ
な
い
限
り
、
固
定
資
産
税
が
上
が

の
大
変
動
に
匹
敵
す
る
構
造
調
整
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
あ
と
五
年
や
十
年
は

か
か
る
大
き
な
調
整
問
題
で
あ
り
、
こ

の
間
停
滞
局
面
が
続
か
ざ
る
を
え
な
い
。

で
す
か
ら
こ
そ
首
都
機
能
の
移
転
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

る
だ
け
の
話
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
当
然

交
通
渋
滞
、
自
然
環
境
の
破
壊
も
避
け

ら
れ
な
い
。
こ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
は

む
し
ろ
、
一
般
庶
民
に
深
く
関
わ
っ
て

き
ま
す
か
ら
、
確
か
に
首
都
機
能
の
移

転
の
問
題
は
東
京
の
一
極
集
中
是
正
と

い
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
当

然
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
側
に
と
っ
て

ほ
ん
と
に
プ
ラ
ス
か
ど
う
か
。
こ
の
点

は
よ
ほ
ど
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

適
ー
フ
の
、
命
め
尊
』

　
　
　
　
　
　
　
距
離
が
塵
当

川
井
…
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
特
に

開
発
は
緑
を
失
い
ま
す
か
ら
、
環
境
破

壊
と
つ
な
が
っ
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う

に
住
民
の
合
意
を
得
る
か
と
い
う
点
が

忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。

　
そ
し
て
や
は
り
経
済
的
に
も
文
化
的

に
も
中
心
は
東
京
だ
と
い
う
認
識
を
し

っ
か
り
持
ち
、
全
部
が
変
る
と
い
う
よ

う
な
幻
想
を
抱
く
べ
き
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
ね
。

勝
股
…
全
く
そ
の
通
り
で
す
ね
。

川
井
…
私
は
よ
く
言
う
ん
で
す
が
、
ど

こ
に
首
都
機
能
を
移
転
し
て
も
、
自
石

が
そ
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
な
、
ス
ー

プ
の
冷
め
な
い
距
離
に
あ
れ
ば
い
い
な

と
、
そ
う
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。

勝
股
…
そ
う
で
し
ょ
う
ね
、
ス
ー
プ
の

冷
め
な
い
と
こ
ろ
と
言
い
ま
す
か
、
程

々
の
距
離
の
と
こ
ろ
で
そ
う
い
う
マ
イ

ナ
ス
面
が
無
く
て
、
む
し
ろ
プ
ラ
ス
効

果
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
が
い
い
ん
で

す
ね
。

川
井
…
ち
ょ
う
ど
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勝
股
…
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

灘

い
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　　　　　　　おめでとうございます

高　　』　‘　　大

勲六等単光旭日章

鞭
巽
3

瀞

州

高橋　　稔氏
　　　　（社会福祉功労）

　大　　鈴　斥

12月1日に開かれた叙勲祝賀会

勲六等単光旭日章

　　　　艶
騨帆．・
　｛、

大庭儀兵衛氏
　　　　　（消防功労）

昭和27年10月に民生児童委員拝命

以来、平成元年12月に退任するまでの

37年にわたり、社会奉仕の精神をも

って日夜献身的に活動を続けられ福

祉活動に専念されました。

昭和21年11月1日白石町警防団団

員を拝命以来、平成5年4月30日白

石市消防団団長退職までの46年にわ

たり、消防施設の整備拡充強化、防

火思想の普及などに尽力されました。

勲六等瑞宝章

篭　ノ』舗f

大橋久夫氏
　　（電気通信業務功労）

勲五等瑞宝章

鈴木鐵二郎氏
　　　　　（教育功労）

昭和55年4月電電公社釧路電気通

信部工事連絡室長代理の職を辞する

まで41年にわたり、卓越した知識・手

腕により、電気通信事業の発展に尽

力されました。

大正15年志田郡鹿島台尋常小学校

訓導を拝命以来、心豊かな児童生徒

の育成に専心し、白石市教育委員、

教育委員長、大河原地区教育委員会

協議会長を歴任されました。

百歳おめでとうこざいます

　
1

㎜
、
，
斯

　　　　　ノ
市内越河の松野清一さんが百歳を

迎えることとなり、12月2日川井市

長が自宅を訪れ、特別敬老祝金を贈

りました。

松野さんは明治28年12月10日生ま

れで、市内で9番目の長寿者です。

82歳まで越河6区の自治会長を務

め、現在は長男ご夫妻、孫、ひ孫ら

7人に囲まれて暮らしており、テレ

ビで時代劇を見るのが大好きだそう

です。

　いつまでもお元気でいてください

ね！

福祉の輪を広げよう

圃翻
　
　
　
魂

糞
蓼
阜
華

据

12月9日の「障害者の日」にちな

んで12月5日、白老連女性部クラブ

大会が「福祉の輪を広げよう」を合

言葉に開催されました。

　これは、身体障害者福祉協会の協

賛として行なわれ、当日は仙台市老

八クラブ理事の橋本典子氏の講演の

他に、午後からは市内の手話サーク

ルしらゆり会の大森啓子さんによる、

簡単な手話の講習会が開催され、参

加者たちは、一所懸命に慣れない手

話を覚えていました。

．まちかど・ズ幽ムノ揮ノ』

貴重な建物を残そう

11月25．26日、日本建築セミナー

の移動授業が白石で行われました。

社会人に対して寺社、古民家といっ

た伝統的な日本建築の勉強の機会を

提供するのが目的で、東北各地や関

東から建築関係者など約40人が参加

しました。

初日は元文化庁文化財建造物課長

で長岡造形大学教授の宮沢智士さん

が、古い民家や武士住宅の構造や間

取りなどについて講義。2日目は武

家屋敷「旧小関家」で実測図面作り

などの講習がありました。

宮沢教授は「文化財保護法に登録

制度が新設される予定で、こうした

ゆるやかな制度を活用して、貴重な

文化財を守っていこう」と参加者に

呼びかけました。

▲武家屋敷での実測講習

人権を守るために

第47回人権擁護週間にあわせて開

催された、平成7年度全国人権作文

コンテスト宮城県大会で、白石中学

校3年の高橋直子さんの「自分の意

志をもって参政を」が奨励賞となり、

期間中の12月8日、宮城県人権擁護

委員連絡協議会から表彰を受けまし

た。また、大河原管内の予選で入選

した4人にもそれぞれ賞状が送られ

ました。

　また、同じ日、市内の人権擁護委

員が刈田病院前で、活動内容や連絡

先を書いたパンフレットを通行人ら

に手渡し、人権の擁護を訴えていま

した。

□繭鳳扇
j
四

》

フォークソングに思いを込めて

　　　’1　嗣　　　』1　　　◎’名

‘憲鰍m
　ヘザロ　　　　　　　　　やノ

自然の中でのびのびと教育を受け

られる分校のよさをアピールしよう

と昨年から行なわれている「長峰こ

んさ～とII」が12月3日、福岡小学

校長峰分校体育館で行なわれました。

　これは、高校時代から音楽仲間だ

った、仙南の分校の二人の先生が、

長峰分校P　TAなどの協力により実

現したもので、今年で2回目です。

会場では、集まった父兄が隈かし

い曲を一緒に口ずさんだり、子供達

が先生と一緒に合唱したりと、分校

ならではの光景が繰り広げられまし

た。

八一ストビル市へ水泳選手遠征

湘，　　轟　蠕

白石市の国際姉妹都市・オースト

ラリアのハーストビル市での国際親

善水泳大会に出場するため、12月3

日から10日まで市内中学生4人がオ

ーストラリアを訪問しました。

訪問したのは事前の選考会で選抜

された白石中の高橋伸光君（3年）、

我妻絵里さん（2年）、小関理恵さん

（！年）、東中の竹内啓君（3年）。

一行は9日の大会に出場し、リレ

ーで金メダルを取るなどの大活躍。

またホームステイで交流を深めるな

ど、立派に親善大使を務めてくれま

した。

私の主張を聞いて〃

馴
詳
台

調
趨
ー

』
」

驚職騰一
願

聲
罐

弁論の発表を通して交流を深めて

いる札幌市白石区から中学生2名が

白石市を訪問し、11月18日東中学校

で自分の主張を発表しました。

β
1’覧

　礼ザ
ち

；讐

　尭
　督
　申
　学

《
雇
螺
蕾

　、1睾

ン｝弔　訥

誉

婁

訪れたのは札幌市立北都中学校2

年の後藤みきさんと3年の庄司絵美

さん。庄司さんは「鈴の記憶」と題

して、ガンで亡くなったおばあちゃ

んの思い出を切々と語り、　「周りの

人を本当に愛せるようになりたい」

と締めくくり、全校生徒の大きな拍

手を受けていました。
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ボ
践
丈
芸
蟻
鞭
癬
講
灘
嘘
．
雛
欝

＄　

國
圏
・
股
兵
三
選

国
々
に
事
あ
り
移
ろ
う
秋
な
る
も
山
は
静
か
に
も
み

じ
葉
を
積
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

兵
の
日
の
夢
を
見
た
る
か
老
夫
の
と
ぎ
れ
つ
つ
唱
う

軍
歌
に
泪
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

窯
焚
き
を
終
へ
て
帰
り
し
朝
明
け
の
道
に
あ
ま
た
の

柿
の
花
散
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
和
江

　
　
　
　
　
や
ま
し
く
れ

菊
を
摘
む
畠
に
通
る
山
時
雨
指
の
冷
た
さ
に
深
み
ゆ

く
秋
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

　
　
ひ
と

草
引
き
に
一
日
暮
れ
た
り
灯
の
下
に
荒
れ
し
わ
が
手

を
い
と
お
し
く
見
る
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
枝

青
春
を
国
の
た
め
に
と
海
を
越
え
異
国
の
暮
ら
し
を

今
は
悔
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

散
り
果
て
て
香
り
も
失
せ
し
木
犀
に
百
舌
来
て
鳴
け

り
肌
寒
き
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
み
つ
お

木
枯
し
の
吹
き
荒
ぶ
な
か
鈴
生
り
の
小
柿
ゆ
れ
お
り

椀
ぐ
人
も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

訪
れ
し
二
見
浦
の
夫
婦
岩
波
し
ぶ
き
受
け
夕
陽
に
映

ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　

太
田
敏
子

極
楽
と
は
斯
く
な
る
と
こ
ろ
か
と
思
い
つ
つ
紅
葉
眞

盛
る
十
和
田
に
遊
ぶ
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

「
評
」
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
事
多
難

で
あ
っ
た
年
も
去
り
、
来
る
年
が
明
る
い
希
望
に
満

ち
た
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
一
首
目
、
世
情

が
い
か
に
混
沌
と
し
て
い
て
も
自
然
の
移
ろ
い
は
静

か
に
進
む
、
作
者
は
国
を
憂
い
な
が
ら
も
心
静
か
に

自
然
に
向
う
。
結
句
が
老
練
な
作
品
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
＄

母
校
に
も
城
に
も
近
く
住
み
小
春

柿
す
だ
れ
陽
の
ぬ
く
も
り
の
下
通
る

自
鳥
の
第
一
陣
は
十
四
五
羽

立
冬
の
大
荒
れ
と
な
る
み
ち
の
く
路

独
り
居
の
作
る
楽
し
み
大
根
引
く

恒
例
の
蔵
王
高
原
大
根
狩
り

鮮
や
か
な
紅
葉
落
ち
葉
を
拾
ふ
女

湖
に
浮
ぶ
島
の
紅
葉
の
鮮
や
か
に

遠
藤
秋
尾
選

残
照
に
彩
尽
し
た
り
冬
紅
葉

旬
を
拾
ふ
ご
と
ど
ん
ぐ
り
を
拾
ひ
け
り

熊
谷
敏
子

八
島
葉
子

高
子
　
橘

日
下
　
文

川
村
静
恵

高
橋
正
雄

若
桑
げ
ん
じ

三
浦
愛
嶺

佐
藤
周
子

鈴
木
民
子

「
評
」
　
一
句
目
、
明
日
は
散
る
か
も
し
れ
な
い
冬
紅

葉
で
あ
る
。
夕
焼
け
の
日
に
彩
り
を
尽
く
し
た
と
表

現
し
た
。
二
句
目
、
俳
旬
の
題
材
を
拾
う
よ
う
に
一

つ
一
つ
拾
う
作
者
で
あ
る
。
三
句
目
、
女
子
高
も
復

元
な
っ
た
お
城
に
も
近
く
住
ん
で
お
ら
れ
る
作
者
で

あ
る
。
小
春
の
季
語
が
ぴ
っ
た
り
の
上
五
下
七
で
あ

り
さ
ぞ
幸
せ
な
の
で
あ
ろ
う
。
新
年
句
会
一
月
二
十

八
日
第
四
日
曜
日
。
玉
幸
亭
に
て
「
題
」
新
年
一
切
。

近
江
孫
太
郎
選

ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
こ
の
想
い
を
ど
う
し
ょ
う
　
　
米
沢
　
礼
子

ス
ト
レ
ス
を
捨
て
ろ
と
招
く
縄
の
れ
ん
　
　
佐
藤
　
武
雄

満
塁
に
な
る
と
ポ
カ
す
る
癖
が
あ
る
　
芝
　
玄
太
郎

つ
っ
か
え
棒
外
す
と
本
音
歩
き
出
す
　
片
岡
　
鶴
子

君
の
掌
へ
独
楽
に
な
っ
て
く
ト
ゥ
シ
ュ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
南
か
ほ
る

飲
み
か
け
た
酒
へ
ど
き
り
と
す
る
話
　
草
野
　
　
清

年
金
の
額
で
昔
を
評
価
さ
れ
　
　
　
　
宍
戸
　
　
広

誰
か
死
に
誰
か
儲
か
る
比
例
制
　
　
　
斎
藤
　
平
吉

自
由
時
間
あ
っ
て
寂
し
い
古
希
の
坂
　
大
沼
　
妙
子

「
評
」
一
句
目
、
燃
え
て
る
女
心
の
高
ま
り
へ
、
と

ま
ど
い
悩
む
よ
う
す
を
楽
典
用
語
を
使
っ
て
詠
ん
だ

作
句
技
法
は
評
価
さ
れ
よ
う
。
　
（
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド

は
次
第
に
強
く
演
奏
せ
よ
の
意
）
秀
旬
。
二
旬
目
、

「
ス
ト
レ
ス
を
家
庭
に
持
ち
込
ま
ぬ
た
め
の
男
の
生

活
の
知
恵
」
と
酒
の
み
の
正
当
性
？
を
主
張
し
て
い

て
お
も
し
ろ
い
。
佳
旬
。
三
句
目
、
と
か
く
人
生
は

う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
と
い
う
、
凡
人
の
共
通
の

嘆
き
を
旬
に
し
た
技
法
が
光
る
。
佳
句
。
な
お
、

四
・
五
・
六
句
目
も
川
柳
眼
が
確
か
で
佳
句
で
あ
る
。

儀

磐梯力ステラ本舗　白石店

　　　　冨田　幸恵さん（20歳・柴田町）

閣炉　卿

繍
礁

撃仕事について

　全国の観光客においしくお食事を召し上がって

いただきたいので、心をこめて接客しています。

り夢や目標

　お店でおぼえた料理を家族や友人達に食べても

らいたいです。また、同僚と仲良く仕事を続ける

ことです。

蟹理想のタイプ

　父のような、仕事にまじめな人と結婚したいで

す。

　●●●●●●●●●●●●●●

き
き
生
涯
学
習

鄭冨

㎜
…
…

、、、轄一耀鎌

　　　　　　　　鈴木智恵子さん（十王堂北

　昨年夏の手づくり絵本講習会で、それぞれ

に仕上げた絵本や会員の作品を今年も図書館

で展示しました。絵本に加えて手づくりかる

た「白石いろは」ほか、簡単な製本仕立ての

手のひらにのる程の民話豆本、また、会員の

皆さんが初めて描いてみた絵手紙「白石城」、

旅先での風景など、自由にはがきいっぱいに

楽しみながら描きました。10月には多賀城民

話の会と交流会をもつなど、和気あいあいと

活動を続けています。

　唄ゐく楽しく‘

グ・　　

恩轟徽ζで

　　　　　　　　　　　　　　、

　私達「あむあむサークル』は平成4年

に結成され、いつも元気いっぱいの大庭

寿枝先生のこ指導のもと、月2回楽しく学

んでおります。会員は編み物が大好きと

いう7名で、和やかに、笑い声の絶えない

明るい教室です。

　大庭先生は一人一人の持ち昧を大切に

したこ指導と、私達の好みや希望を取り

入れて適切にアドバイスをしてください

ます。同じ事をたびたび聞いたりするこ

ともありますが、いつもていねいに教え

ていただけますので、難しい模様編みに

も挑戦することができるようになりまし

　一目一目心を込めて編み上げたセータ

ーや、カーディガンに満足し、袖を通す

とぎの嬉しさは格別です。創る喜ぴを十

分に昧わうことができ、新たな作品への

意欲もわいてきます。これからも明るく

楽しくアイディアいっぱいの作品に取り

組んでいきたいと思っております。

　この冬は、自分で編んだセーター、カ

ーディガンを着てみませんか？入会をお

待ちしております。
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八一ストビル便り
　私が初めてオーストラリアに来てから3ヵ月と少し　　　　Fア0””5わ“盈”ちゃん

の間、クリス＆ジャッキー・リトルさんの家でホーム

ステイをしていました。お父さんのクリスは、ハース　　　　　　　　　　　『く

みんなとても優しく、楽しい雰囲気の中で生活ができ

ました。

　タリスは今、建設中のアクアレジャーセンターのプ

ロジェクトチームの一員です。白石のスパッシュラン

ドのようなレジャーセンターで、25メートルのプール

やウォータースライダーがあるプール、スパ、ジムな

どができるそうです。今からとても楽しみです。

（※12月9日にセンターの開園式が行われ、白石から川井市長はじめ市内中学生の水泳代

　表選手4名が出席し、選手は記念水泳大会に参加しました。）



市民税・県民税の申告相談は、2月5日から3月15日まで。

　　次の日程で行います。指定の会場で申告してください。

申告を必要とする方

今年の1月1日現在市内に住所を

有していた方は、原則として申告書

を提出しなければなりません。

〔該当者〕

●商業・農業・製造業などの事業を

営んでいる方

●譲渡、不動産、配当、利子、雑収

入などの所得のあった方

●給与所得または公的年金等（国民

年金、厚生年金、農業者年金、各種

共済組合年金など〉による所得以外

の所得のあつた方

●給与または公的年金等を2か所以

上の事業所または公的年金等支払者

から受けている方

●給与所得者または公的年金等所得

者で、事業所または公的年金等支払

者から、給与支払報告書、または公

的年金等支払報告書を白石市に提出

されていない方。

●所得の無かった方も、申告書の裏

面に、所得の無かった事由を書いて

提出してください。

●税務署に所得税の確定申告書を提

出される方や給与支払報告書、また

は公的年金等支払報告書が白石市に

提出されている方は、申告の必要は

ありません。

圃■■■

市役所

§「
）／
　つ

、、

　
平
成
七
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

O
特
別
減
税
の
対
象
に
な
る
人

　
平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
納
税
者

O
特
別
減
税
額

　
平
成
七
年
分
所
得
税
額
の
一
五
％
相

　
当
額
で
す
。
（
最
高
五
万
円
）

O
特
別
減
税
の
実
施
方
法

①
給
与
所
得
者

　
原
則
と
し
て
給
与
の
支
払
者
の
も
と

　
で
年
末
調
整
の
際
に
還
付
（
控
除
）

　
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
給
与
な
ど
の
額
が
二
干
万

　
円
を
超
え
る
方
、
給
与
が
二
か
所
以

　
上
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
方
な
ど
は

　
確
定
申
告
で
還
付
（
控
除
）
を
受
け

　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
税
の
特
別
減
税
に
つ
い
て

糞申告に必要なもの★

②
事
業
所
得
者
等

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ

　
る
方
は
、
確
定
申
告
で
還
付
（
控
除
）

　
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
公
的
年
金
等
の
受
給
者

　
最
終
の
支
給
月
に
還
付
（
控
除
）
を

　
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
最
終

　
的
に
は
確
定
申
告
に
よ
っ
て
精
算
さ

　
れ
ま
す
。

④
退
職
所
得
者

　
源
泉
徴
収
の
段
階
で
は
特
別
減
税
の

　
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
源

　
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
に
つ
い
て

　
は
、
確
定
申
告
に
よ
り
還
付
（
控
除
）

　
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
大
河
原
税
務
署
（
〇
二

　
二
四
－
五
二
－
二
二
〇
二
）
に
お
た

　ず

ね
く
だ
さ
い
。

申告には次のものが必要です。

●所得の状況が明らかな帳簿や領収

書、またはこれらが確認できるもの

（農業所得については、出荷証明
書）

●配偶者・扶養親族などの収入額が

わかるもの

●医療費などの受領書

●生命保険料・損害保険料などの支

払証明書など

●印かん

歳所得税の確定申告★

所得税の確定申告は、平成7年中

の所得と、それに対する所得税の納

め過ぎや、不足分を精算するための

申告です。

源泉徴収票や予定納税で納め過ぎ

になっている方、給与所得などで雑

損控除や医療費控除を受けられる方

住宅取得控除を受けられる方、住宅

取得控除を受けられる方、年の中途

で退職し、その後就職しないため年

末調整を受けなかった方などは、確

定申告をしなければ、納めすぎにな

っている税金は還付されません。

税金の還付を受けられる方は、2

月15日以前でも、税務署で申告書を

受け付けていますから、早めに申告

をして還付を受けてください。

確定申告が必要と認められる方は、

税務署から用紙が送付されますが、

今年初めての方などは、税務署また

は市役所税務課の窓口から用紙の交

付を受けてください。

㊨市税務課市民税係㊨142・143
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★市・県民税申告相談日程表
2月5日～3月15日・午前9＝00～11＝00午後1＝00～4300

月／日

曜

2／5

月

6
火

7
水

8
木

9
金

13

火

14

水

15

木

16

金

19

月

20

火

21

水

22

木

会
場

越
河
公
民
館

小
原
公
民
館

大
平
公
民
館

斎
川
公
民
館

白
川
公
民
館

大
鷹
沢
公
民
館

公
民
館

福
　
岡

23
金

自　　治　 会

午　前

越河1区・2区

越河5区・6区

越河8区・9区

上戸沢・下戸沢
冷清水

東・中北・新町

大平2区・3－1区

大平3－2区・7区

斎川1区・2区・
3区

斎川5区・6区

白川1区

臼川3区・5区

大鷹沢1区・2区
田中

大鷹沢5区・7区
8区

上原・下原・

山ノ下

午　後

3区・4区

7区

10区

赤井畑・大熊・

塩倉

猿鼻・赤坂・湯元
明戸・小久保平

1区・8区・9区

4区・5区・6区

4－1区・4－2区

7－1区・7－2区
8区

2区・4区

6区・7区

3区・4区・6区

9区・10区・11区
12区

鎌先・弥治郎・

大網

月／日

曜

2／26
月

27

火

28

水

29

木

釧
金

4
月

5
火

6
水

7
木

8
金

咽
月

12

火

13
水
14
木

朽
金

ム
苫
場

福
岡
公
民
館

深
谷
公
民
館

市

役

所

大

ム
云

議

室

会治自

午　前

沖

八宮・芹沢

西区上・．南区

西区下・東区

滝上・尾箆・

岩の上

本町・中町・長町

亘理町

午　後

山根

蔵王・不忘・

川原子

酪農事業者
（福岡全地区）

北区・三住

下滝

南町

田町・たばこ耕作者（全地区）

短ケ町・新町・

中益岡・東益岡

本郷第一・旭町

西益岡・寿町
清水小路

柳町

｝
一
一

第郷本

本郷第二・

本郷第四

上郡山

緑が丘

郡山

鷹巣・小下倉

寿山

上記の日程で申告できなかった方。

O今後、地方税が改正されることもありますのでご注意ください。

O申告期限が近くなる程に待ち時問が長くなります。日程表による指定日に都合の悪い方はできる

だけ当該地区会場で、早めに申告してください。

○各地区公民館の申告相談日は、担当職員が全員公民館に移動しますので、市役所では申告できま

せん。

○この申告は、市民税・県民税が算定されるばかりでなく、国民健康保険税の算定・児童手当・重

度心身障害者医療費等の支給基礎算定のほか、収入・所得など各種証明の資料となります。忘れ

ないで申告してください。

○市税の納付は口座振替で。ご希望の方は申告会場に「貯金通帳・印鑑・納税通知書」をご持参く

ださい。

○たばこ耕作者（全地区）の申告相談は、3月5日午後1時～4時市役所大会議室です。

灘

白石市役所

岱25－2111

⑲…問い合わせ先

㊥…内線



農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
八
年
一
月
一
日
現

在
の
状
況
を
一
月
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
選
挙
権
を
有
す
る
者

一
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
満
二

　
十
年
へ
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
者
）
以
上
の
者
で
次

　
の
要
件
を
備
え
る
者

①
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
者

②
そ
の
者
の
同
居
の
親
族
（
六
親
等
内

　
の
血
族
又
は
三
親
等
内
の
姻
族
）
ま

　
た
は
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
年
間
に
六
十

　
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者

③
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

　
合
員
ま
た
は
社
員
で
、
年
間
に
六
十

　
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者

二
、
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
者
で
あ

　
っ
て
も
、
次
の
場
合
は
有
資
格
者
と
な

　
り
ま
す
。

①
農
閑
期
等
の
た
め
の
一
時
的
出
稼
ぎ

　
と
認
め
ら
れ
る
者
。

②
特
別
の
事
情
に
よ
り
臨
時
手
伝
い
等

　
の
た
め
、
一
時
不
在
と
な
っ
た
者
。

③
疾
病
、
負
傷
等
に
よ
り
入
院
加
療
中

　
の
営
業
主
（
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶

　
者
の
場
合
は
、
平
成
七
年
一
月
一
日

　
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

　
間
に
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
た

　
と
認
め
ら
れ
る
者
）

　
登
載
申
請
書
の
提
出
の
な
い
場
合
は
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル

請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協
力

員
（
自
治
会
長
）
が
十
二
月
下
旬
に
配

付
し
、
一
月
上
旬
に
回
収
さ
れ
ま
す
。

　
一
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
不
明
の
点
は
農
業
委
員
会

事
務
局
㊥
一
三
ニ
ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
黙
馨

★
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

。
購
鯛
二
旱
三
日
～

。
縦
覧
場
所
一
二
月
八
日
（
＋
五
日
間
）

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

麟
欝

、
倣
磯

○　
○

？
　
　
、
、

よ
り
豊
か
な
老
後
の
た
め
の
農
業
者
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
日
も
早
く
加
入
し
ま
し
ょ
う
ー

O
だ
れ
で
も
歳
を
取
り
ま
す

　
農
業
者
年
金
は
、
「
農
民
に
も
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
並
の
年
金
を
」
と
い
う
農
業

者
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
農

業
者
の
老
後
の
安
定
と
、
農
業
経
営
の

若
返
り
や
規
模
拡
大
を
図
る
た
め
に
作

ら
れ
た
年
金
で
す
。

　
若
い
人
た
ち
も
、
み
ん
な
い
ず
れ
は
老

後
を
迎
え
ま
す
。
年
金
は
そ
の
準
備
を

若
い
う
ち
か
ら
し
て
お
く
制
度
で
す
。

　
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
も
う
間
に
合
わ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に

早
期
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

O
宣
巳
ば
れ
て
い
ま
す

　
現
在
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
お

ら
れ
る
方
は
約
四
十
一
万
人
、
経
営
移

譲
年
金
や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
々
は
約
七
十
四
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
一
年
間
に
支
払
わ
れ
る

年
金
総
額
は
二
千
億
円
に
も
達
し
、

農
家
の
暮
ら
し
に
か
か
せ
な
い
も
の
と

し
て
多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ
、
農
村
地

域
の
経
済
を
も
う
る
お
し
て
い
ま
す
。

O
有
利
で
す

　
農
業
者
年
金
は
、
国
の
法
律
に
基
づ

き
、
将
来
の
年
金
支
給
が
保
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
他
の
年
金
に
は
例

の
な
い
高
率
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価
の

変
動
に
よ
っ
て
、
年
金
額
が
自
動
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
他
方
、
民
問
の
個
人
年
金
な
ど
は
、

こ
う
し
た
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
物
価
が
上
昇
す
れ
ば
そ
の
分
年

金
額
は
目
減
り
し
ま
す
。
こ
こ
が
民
間

の
個
人
年
金
な
ど
と
ち
が
っ
て
農
業
者

年
金
が
有
利
な
点
で
す
。

O
加
入
資
格

　
自
分
名
義
の
農
地
が
五
十
ア
ー
ル
以

上
の
農
業
経
営
主
や
、
そ
の
後
継
者
で

国
民
年
金
二
号
被
保
険
者
（
会
社
等
に

勤
め
て
い
る
方
）
以
外
の
方
の
う
ち
、

原
則
と
し
て
六
十
歳
ま
で
に
二
十
年
の

加
入
期
間
を
満
た
せ
る
方
な
ど
は
加
入

資
格
が
あ
り
ま
す
。

O
加
入
の
お
す
す
め

　
加
入
期
間
は
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
受

け
取
る
額
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
加

入
資
格
の
あ
る
方
は
で
き
る
だ
け
早
く

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
加
入
の
手
続

　
農
業
者
年
金
の
加
入
手
続
き
、
制
度
の

内
容
等
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
自
石
市
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
白
石
市
農
業
協
同
組
合
各
支

所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

白
石
市
農
業
委
員
会
　
㊥
二
三
一

　
　
　
　
　
　
．
鱒
斑

　
　
　
　
　
　
鹸
嶺

国
民
年
金
か
ら

二
十
歳
か
ら

　
　
　
　
　
　
国
民
年
金

　
今
年
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
、
ご
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
成
人
に
な
り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な

権
利
と
義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
大
切
な
義
務

の
一
つ
で
す
。

　
国
内
に
居
住
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
二
十
歳
は
国
民
年
金
の
出
発
点
で
す
。

ま
だ
加
入
手
続
の
済
ん
で
い
な
い
方
は

市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
が

　
　
　
　
交
付
さ
れ
ま
す

　
老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
ま
た
は
特
例
老
齢
年
金

を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
一
月
末
頃
ま

で
に
、
源
泉
徴
収
票
が
社
会
保
険
庁
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
平
成
七
年
中
に
、
あ
な

た
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
税
務
署

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員のお知らせ
大平森合字御所之内13

〃中目字威徳寺前6

〃　〃糠坂8

〃坂谷字原ノ下86 ！

自石市上久保4－36－1

25－7775

25－6255

25－6842

25－6217

25－9650

2　・　9
3の1・3の2の一部

4、5、6
3の2の内58戸、7

1の1の内10戸、8

小関宏
佐久間はる子

菊地喜栄子

大野正一

大庭孝喜

沢地区（6名）

　　住　　　　　所

大鷹沢三沢字坂端57－！

　〃　　〃　落台64

　〃　　〃　古内15

　〃　　〃　深田57

　〃　大町字関根134

　〃　　〃　稲荷山1－3

ラ話電（

25－2672

25－2447

25－6204

25－9839

25－8860

25－3864

担当区
1　・　12

2　・　3

4　・　5

6　・　7

8　・　9

10　・　11

5．大鷹

氏　名
重森けい子

福田実琉

島貫光弥

阿部正一
佐藤よし子

松崎五郎

6．白川地区（6名）
　　住　　　　　所

白川内親字下前101

〃津田字小路南30－2

〃　〃字内堀71－1

〃　〃長泥36

〃小奥字表前72

〃犬卒都婆字朴ケ作22

（電話）

27－2137

27－2147

27－2005

27－2435

27－2732

27 2965

担当区
　　　　1

　　　　2

　　　　3

　　　　4

　　　　5

6　　・　7

氏　名
村上勝雄
内海敦子

平間　尭
佐藤ゆき

佐藤勇二
遠藤芳子

　　12月1日付けで次の方々が、厚生大臣から民生委員・児

　童委員に委嘱されましたのでお知らせいたします。

　生活保護・児童福祉・母子福祉等について相談に応じます、

1．白石地区130名）

7．福岡地区（18名）

　　住　　　　　所

福岡蔵本字西の原一番85

〃　〃字滝下58

〃　〃樋ノロ29

〃　〃　薬師堂78

〃　〃　茶園64

〃　〃　鎌先一番48

　〃長袋字将碁石26

　〃　〃　鹿ノ屋敷23

　〃　〃　上河原14－3

　〃　〃　陣場屋敷26－1

　〃八宮字坂町15

　〃　〃　大嶽後26－7

　〃深谷字青木脇116－1

　〃　〃　酒生内76

　〃　〃字上屋敷12－1

　〃　〃字ニノ萱42

　〃八宮字不忘68

　〃　〃樋ノ塚31

（電話）

25－3012

25－3280

25－4098

25－8328

25－4501

25－8302

25－3621

26－3261

25－2581

25－3708

25－2031

25－7695

25－8921

24 4815

25－7213

24－8230

24－8156

24－8259

担当区

滝上
滝下
滝下
尾箆上原・下原

鎌先・弥治郎

山ノ下
沖

沖

山根
八宮大網・芹沢

西区上・下

東区北区・南区

三住・蔵王

不忘
川原子

氏　　名

安斎三郎
半沢昭治
佐藤文也

高橋勝二
日下　　正

酒井寛治
立田　とみ

佐藤洋子
村上利喜治

佐々木勝見

東山　文衛

佐藤義宗
大野昭二
山口　昭栄

佐藤育男
羽田　　司

後藤くに子

日下五男

　　住　　　　所

白石市南町一丁目3－21

　〃　字田町一丁目8－18

　〃　字田町一丁目4－18

　〃　字本町14

　〃　字中町53

　〃　大川町2－14
　〃　　土成北田丁5－31

　〃　大川町10－33

　〃　西益岡町5－18

　〃　　学尺立器田丁8－36

　〃　沢端町1－52

　〃　字沢目15

　〃　東町二丁目9－24

　〃字柳町77
　〃　字東町三丁目1－15

　〃　字堂場前137

　ク　字不澄ケ池29－1

　〃　字外川原1－8

　〃　字不澄ケ池123

　〃　字大畑二番46－1

　〃　字半沢屋敷前2

　〃　寿山4－5

　〃　寿山19－1

　〃　鷹巣字芳賀屋敷61－2

　〃　緑が丘！2－15

　〃　旭町二丁目1－10
　〃　　君区山字荒屋薯女78－1

　〃　松ケ丘一丁目2－1

　〃　郡山字観音崎3－7

　〃　小下倉字六角元35

　話俺
25－9483

25－2834

26－3172

25－5551

26－3367

26－2302

25－7057

26－3247

26－3052

24－5507

26－2744

25－4119

25－2783

25－2065

25－4200

25－4240

24－4702

25－2644

26－3383

25－4526

25－2609

25－4265

25－4509

25－4508

25－8569

25－6627

26－3328

25－2739

26－3056

26－3679

担当区
南　　町

田　　町

田　　町

本　　町
中町・長町

亘理町
短　ケ　町

新　　町

西益岡
中益岡
東益岡
清水小路・寿町

柳　　町
柳　　町

柳　　町

本郷第一

本郷第二

本郷第三

本郷第三

本郷第三

本郷第四

寿　　山

寿　　山

鷹　　巣

緑が丘
旭　　町

上郡山
上郡山
郡　　山

小下倉

氏　名
渋谷京子

佐藤　宏

小室正司
加藤美恵子

徳力弘正
菅野とき
小林カネ子

佐藤良子
岡崎よしい

小片琴子
小野寺ます

甲羽良平

佐藤信子
八島千恵子

成澤久夫
安藤芙貴子

亀岡伝一

宍戸広乃
荒井光代
斎藤賢一

子芳野吉

大浦重雄

太齋孝子

半沢欣治
津崎とき子

大槻　　眸

佐藤榮子
山田　　守

半田すみ子

大庭よし子

　　住　　　　　所

越河字箒沢49

〃字町屋敷61

〃五賀字峠沢108

　〃　〃字荻久保1

〃平字宮ノ脇35

〃　〃中在家7

（電話）

28－2738

28 2908

28－2504

28－2419

28－2190

28－2231

8．小原地区〔7名）
　　住　　　　　所

小原字町31

　〃　江志堤下95

　ク　御仮屋14

　〃　愛宕下76

　〃　下荒屋敷31

　〃　沼田15

　〃　小久保平105

（電話）

29－2053

29－2368

29－2720

29－2353

29－2150

29－2771

29－2029

担当区
上戸沢・下戸沢

赤井畑・冷清水・大能

塩倉・東
中北・猿鼻

新　　町
赤坂・湯元

明戸・小久保平

2．越河地区16名）
担当区
1　・　2

3　・　4

5　・　6

7　・　8
　　　9

　　　10

氏　　名

八島とみ子

八島　ヤイ

佐藤　利男

谷津幸穂
阿部　市郎

東山　正孝

3．斎川地区〔4名）

氏　名
β可音匡ノ～千f　1

齋藤勢津子

高橋たか子

半沢かづ子

小室清信

大槻文夫

石塚日子

　　住　　　　所

斎川字原屋敷2

〃字上向山1！5

〃字用明3
〃字塩田35

（電話）

25－2090

26－23！5

25－2591

25－8600

担当区
1・2・3の一部

3、4の1・4の2

5　・　6
7の1、7の2、8

氏名
末永嘉人
中川晴子

大浦勇
一
一一藤佐

4，大平地区（6名〕
所住ラ話電（

25－95031大平森合字上堀畑後68－2
担当区
　1

氏　　名

佐久間　孝

想／
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薬
の
副
作
用
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
　
（
イ
ブ
プ
ロ
フ
ェ

こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
、

　
薬
の
効
き
め
が
強
く
出
す
ぎ
た
り
、
　
ン
、
ア
ス
ピ
リ
ン

患
者
さ
ん
の
体
質
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
　
副
作
用
が
あ
る
こ

つ
て
、
よ
く
な
い
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
　
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ク

あ
り
ま
す
。
眠
く
な
っ
た
り
め
ま
い
が
　
く
な
ど
の
症
状
が

し
た
り
、
ま
た
肝
臓
や
腎
臓
を
傷
つ
け
　
ま
す
。
今
ま
で
に

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
副
作
用
　
ち
ろ
ん
、
と
く
に

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
敏
症
の
経
験
の

　
飲
ん
で
い
る
薬
に
ど
の
よ
う
な
作
用
　
注
意
く
だ
さ
い
。

が
あ
る
の
か
、
お
医
者
さ
ん
や
薬
剤
師
　
　
か
ぜ
の
季
節
は

に
よ
く
聞
い
て
、
ふ
だ
ん
の
体
の
調
子
　
す
。
薬
は
使
用
上

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
具
合
　
で
正
し
く
服
用
し

の
悪
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
な
ん
の
薬
　
　
薬
の
こ
と
で
わ

を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
飲
ん
だ
か
を
　
り
ま
し
た
ら
、
お

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
近
く
の
薬
局
の
薬

　
最
近
、
　
一
般
用
医
薬
品
（
薬
局
で
売
　
さ
い
。

っ
て
い
る
薬
）
の
か
ぜ
薬
や
痛
み
止
め

こ
れ
か
ら
が
本
番
で

の
注
意
を
よ
く
読
ん

ま
し
ょ
う
。

か
ら
な
い
こ
と
が
あ

気
軽
に
、
お
近
く
の

剤
師
に
ご
相
談
く
だ

ン
、
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル

ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ

な
ど
を
含
む
）
に
も

と
が
報
告
さ
れ
て
い

、
皮
膚
炎
、
ぜ
ん
そ

起
こ
る
こ
と
が
あ
り

経
験
の
な
い
方
は
も

薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や

あ
る
患
者
さ
ん
は
ご

薬の副作用

仙
南
薬
剤
師
会

　
　
　
副
会
長
上
西
　
安
武

臥
　
　
、
p
　
憲

　
　
　
　
　
　
　
匙
・
．
馨

　
　
　
　
　
　
｛
斎
『

　
　
　
　
　
　
　
幣
二
蕊

　
　
　
　
　
最
　
　
、
梱

ゴギ

鵜
　　謬

四
，
容

囹ド
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
近
年
の
就
職
難
の
時
代

に
資
格
取
得
は
力
強
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
学
生
の
九
〇
％
、
会

社
員
の
八
O
％
が
資
格
を
取
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
資
格
に
挑

戦
す
る
人
々
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
企
業

の
雇
用
調
整
、
主
婦
の
社
会
参
加

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
漫
然
と
、
　
「
資
格
が
あ
れ

ば
」
と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、

悪
質
な
資
格
商
法
の
落
し
穴
に
は

ま
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
忙
し

い
職
場
へ
の
電
話
勧
誘
。
断
っ
て

も
強
引
に
、
一
方
的
に
誘
う
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
。
こ
ん
な
経
験
を
お

持
ち
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
契
約
す
る
、
し
な

い
は
自
由
で
す
。
だ
れ
と
契
約
す

る
か
、
ど
ん
な
内
容
の
契
約
を
す

る
か
も
自
由
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
契
約
す
る
ま
で
は

自
由
で
す
が
、
い
つ
た
ん
取
引
の

相
手
に
対
し
て
「
契
約
す
る
」
旨
の

意
志
表
示
を
す
る
と
契
約
は
成
立

し
ま
す
。
電
話
で
も
同
じ
で
す
。

契
約
が
成
立
す
る
と
消
費
者
は
代

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は

消
費
者
が
返
事
す
る
ま
で
長
時
間

粘
る
の
で
す
。
生
返
事
や
、
あ
い

ま
い
な
返
事
に
は
、
表
現
を
変
え

て
誘
導
し
、
　
「
は
い
」
と
言
う
よ

う
に
仕
向
け
ま
す
の
で
、
必
要
が

な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
成
立
し
た
契
約
は

す
べ
て
有
効
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
消
費
生
活
相
談
室
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

切配　繍　　　　幽

戸籍謄本等の交付手数料が変わりました

平成8年1月1日から、戸籍の謄抄本等の交付に要する手数料の額が改定

されました。

大検制度の説明と

個別相談会のお知らせ

園

。、，

ことわりましょう

1更朔脚贈一」一辛

①戸籍の謄・抄本または記録事項証明書
　　申　請　内　容

②除籍の謄抄本または記録事項証明書

③戸籍に記載した事項に関する証明

④除籍に記載した事項に関する証明

⑤届出・申請の受理証明書または届書その

他の書類の記載事項の証明書

⑥上質紙を用いた受理証明書

（婚姻・離婚・養子縁組・養子離縁また

は認知の届出）

⑦届書その他の書類の閲覧

品　 目

食　パ　！

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　 糖

しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　 乳

バ　 タ

ティ・ノンユ’又一ノξ一

　ノ　ブ

並食ユ袋6～8枚切
規　　　格

薄力粉1ド9

袋入ケ）loo9

上自糖1kg
上級濃口12ボリ容器入6

ポリ容器入り700g

カルトン入りソフト225g

紙容器入り1，000cc

カルトン入り2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m

平均価格

141

171

　70
202

285

327

194

189

333

　78
156

対前年同月比

十6

－11
十

　8
十21

十29

　1
十5

－11

　6
－26

値

　
5
8
2
8
8
8
8
6
8
1
8

　
6
9
8
5
9
4
9
1
5
9
9

　
1
1
　
2
2
3
1
2
3
　
1

高 安値
118

148

　60
178

258

275

177

173

308

　75
　98

品　目
アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料

手数料額

証明事項1件　　　350円
1通　　　　　750円

1通　　　　　450円

証明事項1件　　　450円

1通 350円

1通 1，400円

幅25cm長さ8m
規　　　格

串吊fヒ磁用毎り　〆言鋲箱7、・〕

　　ノト　ヱらヒヨ

小学生調髪

ト
ー
　
　
　
　
　
百
一
ハ

　
　
　
　
ダ
ロ

一
ッ
　
　
面

ヨ
ヤ
　
額
込

シ
シ
皿
価
料

ド
ィ
ー
頭
達
金
金

ル
ワ
並
店
配
現
現

一
袖
食
2
4
4
2
㎡

コ
長
外
1
8
1
8
1
1
1
0

料
グ
ス
油
ル
油
ス

ト
ン
イ
　
　

ソ
　

ガ

ン
　
ニ
　
ラ
　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
ン

ネ
　
　
　
　
　
一
　
　
。
、

マ
一
一
　
　
ラ
　
ノ

一
リ
レ
　

瓶
　
ロ

パ
ク
カ
灯
レ
軽
プ

　調査年月日：平成7年12月1日

　　　　　　安値　　対前年朋比　　　　高値
　　　　　98　　　　　　　68　83　　－13
　　　　　　　398　　　　　598　　　8

533

平均価格

　　十186　　　　　　1，6001，966　　　　2，300
　　十713　　　　8，500　　　　　　6，3007，133

156
　　　2　　　　　250　　　　　　　120
　　十18　　　　　680　　　　　　　550

588

　　　　　720　　　　　　　594
687

　　－84
　　　　　810　　　　　　　756　　－29

772

　　　　　112　　　　　　　102　107　　－II
　　　8　　　　　　　68　　　　　75　72
　　　　　　4，560　　－61　　　　5，6704，975

書類1件 350円

交通安全は茶の間から
　　　第18回白石市交通安全市民大会
このほど、市内老人クラブ、交通

安全協会などから多数の方々が参加

して、「第18回交通安全市民大会」

が開かれました。

大会では交通安全に功労のあった

11名に川井市長から感謝状が送られ

ました。

八島正一郎（越河支部）

菅野　俊章（斎川支部）

門脇　信行（大平支部）

伊藤　　満（大鷹沢支部）

佐藤　義男（臼川支部）

新山より子（福岡東支部）

佐々木正一（小原支部）

渡邉千鶴子（母の会）

紺野　一巳（指導隊）

●日時3月2日（土）13：30～

●場所
エルパーク仙台5階セミナーホー

ノレl　aO22－268－8300

●参加費無料

●参加申込　要電話予約

●申し込み・間い合わせ先

幽日本産業開発青年協会

　大崎情報センター

盈0120－555－018（フリーダイヤル）

宮城県交通安全ポスター

　　作文コンクール

・感謝状贈呈者

　小関　　剛（白石支部）

〈作文の部〉

中学校P　T　A連合会長賞

　白石市立白川中学校

　1年大野祥子
暴

瞬
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⑰スパツシュランドしろいし盈2竪2326

1月の休館日

お正月はゆっくり湯ったりスパッシュランドでノ

1月1日より営業いたします．

10日、24日

スパッシュランドからのお年玉

1月1日～3日無料送迎パスを運行します

○運行時間

●おもちサービス

1月1日　先着100名様

●スパッシュランド行き

白石駅前発　9：30　10：30　13：00

白二小前　　9：35　10：3513：05

市役所前　　9；40　10：40　13：10

ふれあいの館9：45　10：45　13：15

スパッシュランド着

　　　10：05　　11＝05　　13：35

●白石行き

スパッシュランド発

　　　12：40　　14：00　　16：00

ふれあいの館　一　　14：15　16：15

白石駅前着　13：00　14：20　16120

白二小前　　　一　　14：25　16：25

市役所前　　　一　　14：30　16：30

匂中央公民館智2卜24532牛5377

スパッシュランドしろし、しレストラン

食事のみの方も大歓迎

く新メニュー〉

にぎり寿司、ちらし寿司、ヘルシ

ーメニュー（350Kcal～400Kcal）

その他セットメニューを取り揃え

てお待ちしております。

新春囲碁・将棋大会 第11回小・中・高校

　仙南かるた競技大会
中央公民館主催の「新春囲碁・将

棋大会」を次のとおり開催いたしま

す。皆さん奮ってご参加ください。

●日時2月4日（日）

　　　午前9時開始
●会　場　中央公民館2階講座室

●会　費　一人1，000円

　　　（昼食代等）

　　　※中学生以下は500円

●参加資格　市民

●試合方法

　囲碁・将棋の部とも段級別によ

るリーグ戦とします。

●申し込み方法

　1月27日（土）までに申し込み書

に会費を添えて、中央公民館まで

お申し込みください。　（申し込み

書は中央公民館にあります）

●日時1月6日（土）午前9時
●会　場　中央公民館（昼食持参）

』』成人式は簡素な服装で

第15回公民館まつり

◆文化講演会

●日　時　2月9日（金）

　　　午後7時～8時30分
●会　場　中央公民館大ホール

●講　師　日本放送協会（NHK）

　　　解説主幹　平野次郎
●演　題　「ゆれる世界と日本」

●入場料　無料（入場券が必要です）

◆素人力ラオケ大会参加者募集

●日時2月12日（月）11：00～

●会　場　中央公民館大ホール

●定　員　20名（定員になり次第締

　　　　切り）
●参加費　3，000円

●申し込み方法

！月19日（金）まで参加費と歌う曲

目（2曲分）を添えて、中央公民

匂古典芸能伝承の館籔齢論

今年、市内で大人の仲間入りをす

る新成人は約530人です。これらの

方々の成人式を下記のとおり行いま

すので、簡素な服装でご出席くださ

いo

●日時1月15日（月）午前10時

●式場中央公民館大ホール

◆あそびランドと映画会

●日時2月10日（土）

　　　午後1時～
●会　場　中央公民館大ホール

●内容
時間内容

午後1：00～2130　映画

午後2：30～4：00　あそびランド

．碧水園舞台開ぎ 喜多流青年能 お茶会のお知らせ

●日時平成8年1月7日（日〉

　　　10時開演
●内　容　日本舞踊・謡曲・詩吟

　　　長唄・箏曲・横笛等の

　　　発表会
●入場料　無料

●日　時　平成8年1月14日（日）

　　　13時開場　！3時30分開演
●入場券　全席自由席　　　5，000円

　　　学生（小中高生）3，000円

●演　目　「六浦」「野守」ほか

●出演者　佐々木　宗生ほか

　　　　麟

◎市民茶会（新春茶会・初釜）

●日時1月15日（祝）10時～15時
●お茶券　500円

◎碧水園茶会

●日時1月21日（日）10時～15時
●お茶券　400円

む働く婦人の家　5095
1月の
休館日

162●3●8・14

15。22G28日

講演会「さまざまな女たちの老後デザイン』

●期　日　平成8年1月30日（火）

　　　午前10時～11時30分

●場所白石市働く婦人の家
●講　師　仙台市泉婦人会館

　　　館長　高橋　栄子氏
●受講料　無料　●定　員　50名

●申し込み　1月25日まで働く婦人

の家に直接お申し込みください。

すこやか講座「健康で働くために』受講生募集

●期　日　1／26（金）2／7（水）

　　　2／23（金）3／6（水）

　　　3／22（金）

　　　午前10時～午後3時

●場所スパッシュランドしろいし

　　　（バスで送迎します。）

●講　師　スポーットレーナー

　　　菅原聡氏

●受講料　2，000円

　　　（施設利用料金、昼食代）

●定員20名
●申し込み　1月5日（金）から受付

しますので、働く婦人の家に直接

お申し込みください。

作品展示のお知らせ

フラワーアレンジメント

フォトスワンサークル

1／5～1／16　白石市役所

1／16～1／31　セラビ白石店

ふるさとの山を観る講座

1／5～1／16　白石フード

1／16～1／31　白石市役所

鞍片倉家中武家屋敷「旧小関家」

熱七草の会

●日時1月7日（日）11：00～13：00

●会場
片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●共催
財団法人白石市文化体育振興財団

●内容
七草粥を作り、武家屋敷来観者等

に食べていただきます。

●講師
臼石市食生活改善推進員会会員

秘節分
●日時2月3日（土）14：00～！5100

●会場
片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●共催
財団法人白石市文化体育振興財団

●内　容　豆まきを通じて邪気を払

い、幸福をお祈りします。

●協　力　昭和30・31年同年会

●間い合わせ先

白石市教育委員会生涯学習課

文化財係盈25－2111（内線）412、413

鉦ノ勤労青少年ホーム盈2卜3720

●日時平成8年1月28日（日）

　　　市役所8＝30出発
●場所みやぎ蔵王白石スキー場

●講　師　蔵王スキー協会

●受講料　2，000円

　　　（リフト、保険代）

●対象

3Q歳くらいまでの、市内に居住、

または勤務している方20名（初心者

および初中級）

●申込方法

直接来館のうえ、受講料と一緒に

お申し込み下さい。受付時問は、13：

00～21：00です。

翻
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LIBRARY　NEWS
★今月の書棚（子ども読書室）

　　　　全15巻ポプラ社

懇，

汗
。
二
㌻ 兇盗毫V・
特長・美しいアニメで描くむかし話絵本
●親から子へ、いつまでも伝えていきたい代

表的な昔話を、民話研究にも造詣の深い作家
とアニメーション界の第一人者である画家に
よって絵本化されています。

1，こころのチキンスープ

　ジャソク・キャンフィールド／
　　　　マーク・V・ハンセン編著
2．大人になってもなおらないこと

　　　　　　松木直也著
3．イザベラ・バード旅の生涯

　　チェックランド著／川勝貴美訳
4．チャールズ皇太子の八生修行　上下

ジョナサン・ディンブルビー著／仙名紀訳
5．からだとこころを創る幼児体育

　　　　　　伊東昭義著
6．駄菓子屋図鑑

　　　奥成達文　ながたはるみ絵
7．明日の福祉へ1000人の夢
　みやぎの福祉を考える100人委員会編
8，超かんたんツボ療法　　竹之内診佐夫著
9．図解自家製薬マル秘辞典　　ハート出版

10．医師になるには　伊藤正治、秦幸大編著

11．かんたんかわいいフェルトこもの

　　　　　　ブッティク社
12，忙しママの愛情レシピ121　安藤和津著

13．マルチメディアとネットワーク

　　　　吉川英一編　中央経済社
14．図解通信販売のしくみ　　原島　健一著
15．監督の条件　　　　　　　川上　哲治著
16，映画100物語　日本映画篇読売新聞社編

17．ロンドンナショナル・ギャラリーの
　名画から　ケネス・クラーク著高橋裕子訳
18，小論文・作文の書き方　　　井手　重昭著

19．わたしが生きたr昭和」　沢地　久枝著
20，宮沢賢治の手紙　　　　　米田　利昭著
21．不器用な愛　　　　　　　串田　孫一著
22．小説徳川家康　　　　　　童門　冬二著
23，命ささえて　　　　　　　宮内婦貴子著

24，目薬キッス　　　　　　秋元　　康著
25，三人姉妹　　　　　　　　見延　典子著

26．夢の原色　　　　　　　森村　誠一著
27．もののかたり　　　　　梅原　　猛著
28．知床忍路殺人旅行　　　　斎藤　　栄著

29，喜びの秘密
　アリス・ウォーカー著／柳沢由実子著
30．シャーロノク・ホームズの謎
　マイケ，いハードウィソク著／北原　尚彦訳

　◆図書館利用案内◆
開館時間火曜日～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　　10時～16時

今月の休館日

　1月／1～4、8、15、22、29、31
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白石市外二町組合職員を募集します
在宅心身障害児（者）

　ふれあいキャンプ参加募集

●職種および採用予定人員

　理学療法士　　若干名

　臨床工学技士　1名

　看護婦　　　若干名

●受験要件

　平成8年4月1日現在で満年齢が

35歳未満の方で、受験する職種の免

許を有する方、または取得見込の方。

●試験日時

　・第1次試験

　試験日　平成8年1月28日（日）

　　　　　10：00～12：00

　試験種目　作文試験

　・第2次試験

　試験日　平成8年2月上旬

　試験種目　人物試験・身体検

　　　　　査・身上調査
●採用予定日　平成8年4月1日

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●受験手続

　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、所用事項を記

入のうえ提出してください。

●申し込み受付期間

　平成8年1月！6日（火）まで

●申し込み・問い合わせ先

　公立刈田綜合病院庶務課人事係

　費25－2145（内線）323

白石市外二町組合
　　　　　　　　　　臨時職員を募集します

●職種および採用予定人員

　看護助手（臨時職員）　若干名

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●応募要件

　平成8年4月1日現在で満年齢が
35歳未満の方で、心身ともに健康な

方。

●募集期間　！月8日～3月19日

●応募方法

　雁歴書（市販の用紙を使用）に所

要事項を記入のうえ、公立刈田綜合

病院庶務課人事係に提出してくださ

いo

●採用および採用月日

　面接後に決定

●申し込み・聞い合わせ先

　公立刈田綜合病院庶務課人事係

　盈25－2145（内線）323

仙南地域広域行政事務組合職員募集

　心身に障害を持つ方とその介護者

に快適な保養や明日への活力を提供

することを目的とします。

●日　時

　2月23日（金）～25日（日）

　　　（2泊3日）

●場所
　宮城県七ッ森希望の家

　（黒川郡大和町吉田字上童子沢21）

●対象
　市内に居住する心身障害児（者）と

　その介護者

●交通
　自石市役所から送迎バスで出発

●参加費用　無　料

●申込締切　　1月31日（水）

●申し込み・問い合わせ先

　市福祉事務所費25－2111（内線）156

　または、宮城県七ツ森希望の家

　魯022－345－3701へ。

生涯スポーツ推進事業
ファミリースキー教室受講生募集’

●職種・採用予定人員

初級（行政）　若干名

●受験資格

昭和47年4月2日から昭和53年4

月1日までに生まれた方で、学校教

育法による高等学校を卒業した方、

または平成8年3月31日までに卒業

見込の方。

●締め切り

　平成8年1月11日（木）

●試験日時

　平成8年1月28日（日）10：00～

●試験会場

仙南地域広域行政事務組合

総合庁舎（大河原町字新青川1－1）

　（フオルテ隣り）

●申し込み方法

　仙南地域広域行政事務組合総務課

から所定の申し込み用紙の交付を受

けてお申し込みください。

●問い合わせ先

　仙南地域広域行政事務組合総務課

　豊0224－52－2628

籔

●日　時　1月21日（日）

●場所みやぎ蔵王自石スキー場

●対象者　市内小学生とその家族

●定　員　50名（定員になり次第

　　　　締切ります。）

●参加費　1，500円（2人）

　　　　（リフト代、保険料等）

●申込方法　1月12日（金）まで

　詳しくは、市教育委員会生涯学習

課盈25－2111内線（412）へ。

●その他　集合、解散は市役所。貸

スキー希望の方は、申込みの際にお

申し出ください。
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精神保健講座受講生募集

●日時平成8年2月15日（木）

　　　　10：00～12：00

●場所白石市働く婦人の家

●内容

　講話
　「こころの障害者とのっき合い方」

　宮城県立名取病院

　　　　医師　斎藤弘之

●対象
　どなたでもご参加いただけます。

●申し込み先

仙南保健所白石支所　a25－2107

第18回仙南地区
　自作視聴覚教材コンクール作品募集

●開催目時　平成8年1月17日（水）

　　　　　午前9：00より

●会　　場　仙南地域広域行政事務

　　　　組合総合庁舎　3階研究室

●応募資格

・仙南地域広域圏内（2市7町）に

居住、また、勤務している者。個

　人・団体の別は問わない。

・出品する作品は未発表のものであ

　ること。

・制作販売を業としない者の作品で

　あること。

●出品部門

録画、スライド、8ミリ、T　P

●発表時間

　一作品20分以内とする。

●作品内容

・学校教育、社会教育の教材として

　利用できるものであること。

・複数のメディアを複合化したもの

　も可。

・解説（OH　P・スライド等）は、

　録音によること。

●締　切　1月10日（水）電話連絡可

※詳しくは仙南地域広域行政事務組

　合視聴覚教材センター（智0224－52

　－3433）まで扮問い合わせください。

いきいき生涯学習
　　放送大学宮城地域学習センター学生募集ノ

入学試験はありません。18歳以上

ならばどなたでも入学できます。

宮城県の学習センターは、東北大

学片平地区内にあり、そこでビデオ

テープ、オーディオテープを利用し、

白石高校

広く社会人などに大学教育の機会を

提供いたします。

※大学案内資料は、白石市教育委員

　会生涯学習課（盈25－2111内線409）

にもあります。

社会人の推薦入学制度
　　　　　　　導入のお知らせ

　仙南では唯一自石高校定時制が社

会人推薦制を採用しています。

　社会人推薦は、生涯学習の視点か

ら一人でも多くの社会人に高校教育

の門戸を開放することにあります。

●対象
　県内の同一事業所に3年以上勤務

したもの、または勤務する見込みの

方で、職場の所属長の推薦を得た方。

●選抜方法　個入面接と書類選考

●出願受付　1月16日～22日

●間い合わせ先

　宮城県白石高等学校奮25－3154

白石城
　初日の出を拝む会

　今年の初日の出は白石城で拝んで

みませんか。

●日時1月1日6：30開門
●会　場　白石城天守閣

※入場券をお求めください。

　入場制限を行う場合があります。

※ミュージアム、売店、食堂は9時

からの営業となります。

宮城県蔵王少年自然の家

雪山親子のつどい参加者募集

●対象・定員　小学生以上の親子

　　　　　30組100名
●日時3月2日（土）～3日（日）

　　　　1泊2日
●会　場　宮城県蔵王少年自然の家

●内　容　歩くスキー、雪遊び、そ

　り遊び、雪中ハイキング、キャン

　プファイヤー（キャンドルファイ

　ヤーなど）

●参加費　2，000円

　　　　（食事代・保険代など）

●申し込み期間

　2月4日（日）～2月10日（土）

　9；00～17：00

●申し込み・問い合わせ先

　宮城県蔵王少年自然の家

　恐34－2101

歩くスキーの
　　墓礎技術研修会

●主　催　宮城県野外活動振興協会

　　　　国立南蔵王青少年野営場

●共　催　宮城県教育委員会

●日　時　平成8年2月4日旧）

●場　所　国立南蔵王青少年野営場

　　　（市内福岡深谷字白萩山39）

●参加対象　どなたでもご参加いた

　　　　だけます。（18歳以上）

●定　員　40名（先着順）

●費　用　1，QOO円（食材料、保険料

　　　　等）

●申し込み

　1月28日（日）まで直接国立南蔵王

　青少年野営場へ電話、F　AXなど

　でお申し込みください。

●申し込み・間い合わせ先

　国立南蔵王青少年野営場

　a24－8126　FAX24－8128
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1月1日

内科大沼医院
外科刈田病院
歯科　小野歯科医院

1月2日

内科柿崎医院
外科加藤医院
歯科　高沢歯科医院

1月3日
内科　三浦クリニック

外科堤医院
歯科高橋歯科医院

1月7日

内科柿崎医院
外科刈田病院
歯科　村上歯科医院

1月14日

内科亘理医院
外科刈田病院
歯科真壁歯科医院

1月15日

内科大沼医院
外科銭谷医院
歯科　三沢歯科クリニック

1月21日

内科　三浦クリニック

外科刈田病院
歯科　水野歯科医院

1月28日

内科広瀬医院
外科宮城医院
歯科　村上歯科医院

歪驚25－2502

費25－2145

智25－8007

歪至25－2210

費26－2653

盈25－5220

費25－6854

台25－1181

費26－3543

盈25－2210

歪蟄25－2145

麿26－2678

實25－8501

智25－2145

奮32－3122

歪宝25－2502

奮25－2010

歪蟄25－6483

β25－6854

盈25－2145

2監26－2401

費25－0283

智25－2062

費33－4125

※都合により変更になる場合がありま

す。

※休日は当番薬局は健康カレンダーで。

■人口　42，053人（前月比）一5　■世帯数

　　噂20・676　辱211377書12・495
※住民基本台帳から

11月30日現在

紙上からお礼申しあげます

　生活基盤の整備や福祉事業のため、

次の方々からご寄附をいただきまし

た。紙上からお礼申し上げます。

　白石北ロータリークラブ　会長朝

倉秀雄氏、メガネの相沢　代表取締

役社長相沢博彦氏、志村政雄氏、佐

藤仁氏、大鷹沢小学校P　T　A　代表

佐藤敏義氏、阿部勝利氏、倉商事㈱

公立刈田綜合病院の

代表取締役河本弘子氏、渡邊敦氏、

白石市土地開発公社　理事長高橋新

太郎氏、㈱ニッセン仙台店　菊地喜

昭氏、東北電力㈱白石営業所　所長

大森豊弘氏、㈱ユァテック白石営業

所　所長吉田弘氏、大野直博氏、佐

藤清志氏、日販商事㈱　代表取締役

社長安藤好昭氏

年始の診療予定のお知らせ

　公立刈田綜合病院の年始の診療予

定は次のとおりです。

　ただし、1月4日は午前中のみの

診療となります。

※12月号で1月3日に外科当番医と

して掲載いたしましたが、1月1日に

当番医となりますので、お詫びして

訂正いたします。

●問い合わせ先

　公立刈田綜合病院費25－2145

年

8年

月　　日

1月1日
2日

3日

4日

曜日

月

火

くオ

木

診療状況（受付は8：30～11：30）

休　　診（外科当番医）

診休

休　　診

診療（午前のみ）

訪問歯科健康診査のおしらせ

　自石市では、平成7年度から新規

事業として白石歯科医師会のご協力

により「訪問歯科健康診査」を実施い

たしております。

で療養中の方で「虫歯や歯がグラグ

ラして食べ物がうまく噛めない」、

「口臭があり、口の中の清潔が保た

れない」、　「入れ歯の調子が悪い」

などの心配のある方、一度お口の中

を点検してみませんか。

●実施月日　平成8年1月下旬予定

●対象者自石市在住で寝たきり、

　　　　歩行困難な方
●申込締切　平成8年1月12日（金）

●申込先　白石市民生部保健課

　　　　廿25－2111（内線）606・

　　　　　　　　　　607
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　“負傷者数

物損件数

14人（153人）

46｛牛（533件） ザ
く7』

職

撃成8年度保育園入園児の

　　受付を始めます

平成7年度ヤング

フェスティパルinKAWASAKl

　1月8日（月）から、4月に保育園へ

入園する児童の受付を始めます。

　入園を希望される保護者の方は、

関係書類を添えて福祉事務所または

各保育園へお申し込みください。

　なお、現在入園中及び申請中の乳

幼児についても新たに申し込みが必

要になります。

●受付期間

平成8年1月8日（月）

　　　　～1月19日（金）

平日　8：30～17：15

※広報しろいし12月号にくわしく掲

載しています。

●間い合わせ先

福祉事務所保育係智25－2111（内線）

　153へ

消防出初式のお知らせ

●日　時　平成8年1月7日（日）

　　　午前9時～12時

●日程
①市内パレード　9100

　自中一臼石駅前一中町一白一小

②式典（白一小）9；40

③一斉放水（白一小校庭）11：00

※消防出初式当日午前7時、市内一

斉サイレンの吹鳴、および打鐘をしま

す。また午前11時に一斉放水のため

車両のサイレンを吹鳴いたしますの

で、火災等と間違えないようご注意

願います。

宝くじコミュニティ助成事業により

備品を整備しました

　（財）自治総合センターでは、住民

の行うコミュニティ活動を促進し、

その健全な発展を図るとともに、宝く

じの普及広報事業に資するため、コ

ミュニティ助成事業を実施しており

ます。

西益岡自治会では今回その助成を

受けて、神輿、収納庫等の備品を購

入整備し、活発な地域コミュニティ

活動に利用されております。

企業の発展に退職自衛官を

退職自衛官は、

・団体生活で培われた指導力と協調

性に富んでいます。

・強い責任感と根1生もあります。

・さらには、体力、気力も身につけ

ております。

・年齢は　任期制隊員が　20～25歳

　　　　定年退職者が　54～55歳

●問い合わせ先

　仙台市青葉区本町一丁目3－9

　第6広瀬ビル（3階）

退職自衛官仙台無料職業紹介所

盈　022－227－2610

または

自衛隊船岡駐屯地授護センター

智0224－55－2301（内線）341

⑤

～仙南青年文化祭～

●期　日　平成8年3月3日（日）

●会場　川崎町山村開発センター

●内容
演劇、郷土芸能、人形劇、意見発

表、合唱、生活文化展、美術展等

●申し込み・問い合わせ先

　臼石市教育委員会

　生涯学習課社会教育係

　盈25－2111（内線）409、410

第33回元旦マラソン

にこ参加ください

●目時平成8年1月1日
●コース　白石城大手門前→女子高

正門前→武家屋敷前→沢端川→八幡

神社→白高正門前→益岡公園→白石

城大手門前（お城山一周約2。5㎞）

●スタート　午前7時

※タイムを競うものではありません。

どなたでも自由にご参加ください。

●連絡先　白高陸上競技部O　B会

　　　　渡辺知治費25－2225

平成8年元旦ウォ＿ク・

ラジオ体操in白石城

各自自宅から神明社（白石）までウ

ォーキングし（歩いて）、「初詣」をし

てから自石城本丸御殿に登城、ラジ

オ体操をします。

●日時平成8年元旦6：50
　　　　（体操開始）

●対　象　健康な方であれば老若男

　　　　女を問いません。

●参加申し込み　不要（当日参加可）

●間い合わせ先

　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（
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「FZに乗った所」
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堀米洋光くん
　（第一小・4年）

文部省のJ　E　Tプログラムでアメリカ合衆国のアリゾナ州から来日し、白

石女子高で英語指導助手を務めるアンドリュウ・リオン・クラルスさんは、

学生時代から日本に興味を持っていたといいます。

「英語を教えるために日本に来ました。文部省に選ばれなかったら、日本の

会社の英語指導関係で就職するつもりでした。」

アリゾナ州立大学では政治学を専攻しましたが、興味があったのはスペイ

ン語と情報処理。そして日本人の教授から日本の文化と歴史について学びま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
「自石が大好きです。学校と先生はと

ても良くて感動しました。自石では教

育が大事にされていますね。人々も親

切ですし、とても住みやすいところで
す。」

現在週20～30時間を使って、英語を

効率よく教える資料を作っているそう

ですが、それには自分がスペイン語な
どを学んだときに気づいた理論を使っ　　　1　　　　　真　　1

ているそうです。　　　　　　　　　　　　　．㌧・！　　　　　　　∫さ嗣　　嘆

藩鶴1籍驚製薪』L曳1
』ご ．1・’幕’

　　　　　　　　　　　　　　～IIてみたいですね。」
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杉　裕哉くん（10ヶ月）

　　政裕さん、香織さんの長男

ママからひとこと

思いやりのあるやさしい子になってね

パパからひとこと

元気で明るい子になってほしい

議

市 長

入権擁護
行 政

生 活

社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス
無料法律

障　害者

青　少　年

農 家

こころの相談
（精神保健）

税務相談
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10：00～12＝00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12＝00

9二〇〇～15：00

10：00～15：00

i3：00～14：00

10＝30～11：30

10：00～15：00

10：00～15＝00

9：00～17＝00

10：00～12：00

9＝00～11：00

10＝00～15：00

市民室　⑧1
第2会議室　＠2

第2会議室　　＠2

第2会議室　＠2
福祉事務所内相談室　＠1

第3会議室　＠3
健康センター
1階生活環境課

福祉事務所　＠1

第4会議室　⑫4

第3会議室　⑫3

青少年相談センター　＠4

市民室　＠1

仙南保健所白石支所

室議会　第

購


